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　月に照らされた穏やかな地中海を、一艘の舟が渡っていた。

　乗っているのはふたりの男だ。ひとりは濃茶の髪で、彫刻かと見まがうような美しい顔立ちと逞しい体躯を持っている。もうひとりは茶色で癖のある髪の、十代にも思えるような童顔の男だ。ふたりとも闇に溶けるような黒色のローブを羽織っている。

　彼らが向かっているのは、地中海に点在する島のひとつ、リシィ島だ。神が住むと言われたそこは、ゲルド教の聖地でもある。

　童顔の男が、島の西側に舵を切る。リシィ島は西側に断崖絶壁があり、船着き場は東側にしかない。にもかかわらず西側を目指すのは、彼らが招かれざる客だからだ。

「こちら側には全然見張りが立ってないんだな」

　揺れる船の上から、端整な顔立ちの男が、島を見上げた。崖は上に行くほど角度がついているため、上の建物までは見えないが、崖の真上にゲルド教の神殿があるはずだった。

　顔に似合わぬ皮肉げな笑みを浮かべたのは童顔の男だ。

「神殿の人間は、岸壁側から侵入する人間がいるとは思わないのでしょう。そうでなくとも、この島の警備は甘いですよ。神が守ってくれているのでしょうから、警備など必要ないと思っているのかもしれませんね」

「ああ……。ゲルド教の発祥の神とやらか」

　ゲルド教は、百年前を起源とする宗教だ。当時、無人島だったリシィ島にゲルドという名の男が流れ着いたのが始まりだと言われている。

　彼は名もなき神の声を聞き、強力な癒しの力を手に入れた。ゲルドはこの力を世界中の人々のために使おうと、島に神殿を建て、流れ着いた人々の怪我や病気を治した。

　そして、自分の死後も力を絶やさぬために、継承の術と共に石碑に自分の力を封印したのだ。

　これにより、適性のある者が石碑に彫られた呪文を唱えると、その力を使えるようになる。信者たちは、これを〝力の発現〟と呼んだ。

　力を得た者たちがシスターや司祭となり、盛んに布教活動をした結果、ゲルド教は世界中に名前が知られる宗教となっていた。

「でも、本当に神なんていたんですかね。癒しの力って、要は白魔術のことでしょう？」

「おそらくな。しかもゲルドの力は強力だったようだが、今は大したことはないのだろう？」

　強力な癒しの力を持つことが知られたせいで、リシィ島の所有権をめぐって、大陸の国々が戦争を起こすようになった。

　たびたび所有国が変わり、シスターや司祭も争いに巻き込まれて死んでいった。そのうちに、初代教皇であるゲルドのように、死の淵をさまよう人間さえも治療できた優秀な能力者は減り、痛みを取り除く程度の弱い癒しの力しか使えない能力者だけが残ったのだ。

　価値が無くなったとみなした大陸の国々は、手のひらを返したように、この島を放置した。それが三十年前のことだ。

　以来、この島はゲルド教の教皇が管理する無主地となったのである。

「だが、またゲルド教は力を取り戻しつつある。〝聖女〟のおかげでな」

「蘇生の力ですね。白魔術を使う国はいくつかありますが、蘇生ができるとは聞いたことがありませんもんね。希少であることは間違いないですよ、ランベルト様」

「そんな稀有な能力を金儲けの道具にするのだから、聖女という名にふさわしいとはとても思えないけどな。……前を見ろ、アーチー。突き出た岩があるぞ」

　現在二十歳になる聖女は、蘇生の力でゲルド教を支えている。

　島の住民の生活もあるのだから、多少なり寄付金を求めることは許容できる。しかし、仮にも聖職者が寄付金の金額によって蘇生の序列をつけるのはいただけない。

　ランベルトは苦虫を噛み潰したような顔をした。

「さあ、船を降りますよ」

　岸壁の真下にたどり着き、童顔のアーチーはぴょんと岩場に降り立った。崖下は、石灰質の岩が侵食され、入り組んだ地形になっている。アーチーは、岩にロープを括り付け、船を固定した。

「さて。登りましょうかね」

「気をつけろよ」

「身の軽さには自信があります。お任せください」

　アーチーは小型のつるはしやロープの入ったリュックを背中に担ぎ、器用に岩肌を登っていく。ランベルトはそれを見上げていたが、ふいに頭がくらくらしてふらついた。

「……なんだ？」

　近くの岩に両手をつき、ランベルトは海に落ちるのを防いだ。貧血など珍しい。ランベルトは健康には自信があるのに。

　──ほう。なかなかいい魂だな。

　突然、男とも女ともつかない声が、ランベルトの頭に響いた。

　彼は慌ててあたりを見回すが、誰もいない。

「……気のせいか？」

　──ここに人間が来るのも久しぶりだ。お前に力を授けよう。

　また声が響いたかと思うと、球形をした光が、岩のくぼみの水面から浮かび上がってきた。

　光はふわりふわりと安定しない動きで近づいてくると、驚きで見入っているランベルトの胸のところでぱっと消えた。

「なんだ、今のは」

　ランベルトの心臓は早鐘を打っていた。仮に今の不可思議な光が、光を放つ虫かなにかだったとして、いきなり消えることなどあるだろうか。

　彼はしばらく考えていたが、目の前にロープが落とされて、我に返る。見上げれば、すでに岸壁上にアーチーの姿はない。登りきって、崖の上からロープを下ろしてくれたのだろう。思いのほか長い時間ぼうっとしてしまったらしい。

　ランベルトはロープを三回ひっぱり、『今から登る』という意味合いの合図を送る。

　──与えた力をどう使うかは、お前次第だ。

　登り始めた途端に、背中に声が響いた気がしたが、ランベルトはもう気にしないことにした。力は鍛錬で身に着けるものだ。ランベルトは奇跡や超常めいた力は信じていない。

　それに、これから大罪を犯すつもりなのだ。他のことに気をとられている場合ではない。

　崖を登り切ると、アーチーが心配そうな顔で待っていた。

「大丈夫ですか？　なにか声がしましたが」

「ぬめりに足をとられて、滑っただけだ。それより、聖女の居場所はわかっているのか？」

「ええ。兄の情報によると、あの塔の最上階ですね。一日のほとんどをあそこで過ごしているそうです。まだ起きているのか、明かりが見えますね」

　アーチーが指さしたのは、神殿の本殿と隣接している高い塔だ。

「あれは見張り塔ではないのか？　なぜあんなところに？」

「さあ。高いところが好きなのでは？　聖女は特別扱いされているそうですから、彼女の意向なのだと思いますよ」

　理解するのも面倒といった風に、アーチーが鼻を鳴らす。

「まあいい。見たところ見張りもいないようだしな」

　ふたりは、木の陰でローブを脱ぎ、リュックに詰めた。中は、ゲルド教の司祭服に似せた白い上衣を着ている。リュックを腹のあたりに括り付ければ、腹の出た司祭に見えるはずだ。遠目でなら、怪しまれることもないだろう。

「高い寄付金を払う者にしか蘇生の力を使わず、シスターたちのように怪我人の手当てもしない。その上、あんな高みから、本当に救いを求める人間を見てあざ笑っているのだとしたら、最悪だな」

「本当に」

　ランベルトは頷き、アーチーとふたり、見張り塔へと潜入する。彼らの目的──聖女の殺害を実行するために。
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　北の大陸にあるイデリア国と南の大陸にあるエプデ国。地中海を挟んで相対する二国の間では、侵略目的の戦争が定期的に勃発している。現在、地中海内に点在する島々の所有権は、中立であるリシィ島を除いてイデリア国にあるが、ここ半月の間に、一番南にあるキサ島が、エプデ国に占拠された。

　現在、戦争は膠着状態となっているが、小競り合いはたびたび起こり、巻き込まれた一般市民や、死に直面するような怪我を負った兵士が、リシィ島に搬送されてきていた。

　リシィ島の救護院は、自国に戻るまでに死んでしまうような緊急性の高い怪我人を収容する施設である。癒しの力を持つゲルド教のシスターや司祭は、当番制で二十四時間見回りをし、痛みに呻く患者たちを治療していた。

　一晩中消えない救護院の明かりを、本殿を挟んで反対の位置にある神殿の見張り塔から、聖女クラリーチェが見ていた。

　外は暗く、ガラス窓には、クラリーチェの白い顔が浮かび上がる。

　クラリーチェは、はぁーと息を拭きつけ、曇ったガラスに指で月を描いた。

　彼女には、シスターたちに割り振られる夜回りの仕事がない。夜はこうして、自室の窓から外を眺め、窓に指で落書きするのが、ささやかな楽しみだった。

「……殿、聖女殿」

　小さなノックの音が響いた。続く声は、男性のものだ。クラリーチェは意外に思う。夜に誰かが訪れることなど今までなかったし、来るとしても男性ではなくシスターだったからだ。

「どなたですか？」

「緊急でお力をお借りしたいのです」

「蘇生の力をですか？」

　声の主は、息が切れているようだった。どうやら急ぎの案件らしい。

　今日はすでに蘇生を二回していて、体力的には難しい。しかし、求められるのならばやるしかない。クラリーチェができることはこれしかないのだ。

「どうぞ。扉を開けてください」

「鍵は……」

「鍵はそちらからしか開かないでしょう？」

　外の男が息を飲んだのがわかった。ここでふと、クラリーチェは違和感を覚える。

　この神殿の者なら知っているはずなのだ。クラリーチェの部屋の扉には、常に外から鍵がかけられている──彼女がここに閉じ込められていることを。

（まさか……侵入者？）

　胸がざわついた。逃げようかと窓のほうを振り返ったのと同時に、鍵が床に落ちたような固い音がする。木製の扉が開き、入ってきたのは司祭服姿のふたり組だ。

「誰……きゃっ」

　白い影が狭い室内を横切った──と思ったら、次の瞬間には背後に人の気配がし、クラリーチェは後ろ手に拘束された。

「お静かに」

　脅すような低い声に、クラリーチェは抵抗を止め、静かに頷く。視界に入るのは、正面に立つもうひとりの男だ。

　背が高く、ごつごつとした輪郭だが、シャープな顎。彫の深い、まるで彫刻のような美しい顔の男だ。司祭の白い帽子からは、ダークブラウンの髪がはみ出している。意志の強そうな緑色の瞳が、クラリーチェを睨んでいた。

「お前が聖女か？」

「そうですが、あなたはどなたですか？」

　クラリーチェは小さく頷き、声を震わせながら尋ねた。彼は質問には答えず、眉根を寄せて、クラリーチェを上から下までジロジロと観察する。

「とてもそうは見えないが……ならばなぜ、こんなところにいる？　外から鍵をかけられているなど、まるで閉じ込められているようではないか」

　クラリーチェはやせ細っていて、病人のように色が白い。運動不足のせいで姿勢も悪く、とても聖女だとは思えないのだろう。クラリーチェ自身も自覚はしているが、他人からはっきり言われるとショックだった。

「なぜと言われても困ります」

　外から鍵をかけられているのは、勝手に逃げ出さないためにだ。だけどそれを、彼に説明する必要があるとは思えない。

　クラリーチェは少し考え、問いかけに答えるのは止めた。

　彼女のもとにくる人間は、蘇生の力を欲しているはずなのだ。どうにもならない身の上を語るよりも、彼らの願いを叶えるほうが大事だろう。

「私のことはどうでもいいのです。ここに来たということは、生き返らせてほしい人がいるのでしょう？　どこですか？　すぐに……」

　怯えながらも問いかけると、彼は虚を突かれたような顔をする。しかしすぐに唇を噛みしめると「ああ」とつぶやく。

「俺が救いたいのは自国の国民だ。そのために、罪人を排除しに来た」

　予想外な返答だ。クラリーチェは意味がわからなかった。

「罪人？」

「そう、君のことだ」

　はじめて言われた呼称だ。誰もが皆、クラリーチェを聖女だと呼ぶのに。

（でもそうね。罪人。……そうかもしれないわ）

　クラリーチェは目を伏せ、黙っていた。男はその態度を不服ととったのか、ため息をつくと舌打ちをした。

「心外か？　だが、お前は多くの人間を見殺しにしている。それで聖女などとはよく名乗れたものだ」

　吐き出すように言い、男はクラリーチェを拘束していた男に目配せをした。

　次の瞬間、クラリーチェの口に布が被せられた。どうやら薬が染みこませてあるようで、ツンとした異臭が鼻を刺激する。

　すぐに頭がぼんやりとして、クラリーチェは立っていられなくなった。

（私、殺されるのかしら）

　薄れゆく意識の中で、クラリーチェは、ほんの少し安堵していた。

（……じゃあこれでもう、終わりにできるのね）

　クラリーチェの意識は途切れ、その体は床の上に崩れ落ちた。






　ランベルトとアーチーは、周囲を観察し、ハンガーにかけてあった白いローブでクラリーチェを包んだ。

「うわ、笑ってますよ。この女」

「見せてみろ」

　真っ白な肌のせいで、ピンクに色づいた唇の形がくっきりとわかる。たしかに、上向きに弧を描いていた。

　聖女は痩せぎすで、目がくぼんでいる。白すぎる肌や髪のせいもあり、一瞬恐怖を与える風貌をしている。だが、こうして笑っているところを見れば、顔の造形は整っていることがよくわかった。

「呑気なもんですね。これから殺されるってのに」

　悪びれもせず言ってのけると、アーチーは彼女を抱え上げる。

「軽いですね」

「俺が持とう。お前は先を行け」

　ランベルトが、クラリーチェを抱え直す。彼女は驚くほど軽く、そして小さかった。

　見張りはなにをしているのかと思うほど、塔は静まり返っていて、彼らは入って来たときと同様、さしたる苦労もなくそこを抜け出した。






　やがて、ふたりは最初に登り着いた崖の上に着く。

「ここから落としましょう」

　淡々と言うアーチーに、ランベルトは首を振った。

「もしその音で気づかれたら、俺たちが捕まる。このまま連れて、下まで降りよう」

　ランベルトがクラリーチェを背中に括り付け、ロープを使って器用に岸壁を降りる。

　彼女は軽く、ランベルトの動きを妨げるようなことはほとんどなかった。噂に聞いていた聖女とのあまりの違いに、ランベルトは自身の信念が揺らいでいくのを感じた。

　波しぶきのあたる岩の上に降り立ち、アーチーが来るのを待つ。その間に、彼女の顔をもう一度よく見てみた。

　肌の色は病人のように白く、髪も金髪と言えないこともないが白に近い、全体的に色素の薄い娘だ。とても報告にあった〝蘇生の力で寄付金を集め、贅沢を楽しむような女性〟には見えなかった。

　なんの希望もないような無機質な薄いグレーの瞳は、妙にランベルトの記憶に残っている。

（部屋には外から鍵をかけられていて、拘束されても動じていなかった。おそらく、乱雑に扱われることに慣れている。そしてこの痩せ具合。……情報は誤りだったのか？　どう見ても、聖女が私服を肥やしているとは思えない。むしろ、神殿に利用されているようだ）

　ランベルトはそう判断した。本当はこの場で聖女を殺害し、神殿の力を削ぐつもりだったが、神殿の力を削ぐだけなら、別に殺す必要はない。

　続いて降りてきたアーチーが、短剣を差し出す。

「ランベルト様。今のうちに聖女にとどめを」

　受け取っては見たものの、ランベルトはどうしてもそれを彼女の胸に突き立てる気にはなれなかった。短剣を強く握りしめた後、自らの腰のベルトに差し入れる。

「……殺すこともあるまい。我が国に連れて行こう」

　突然の計画の変更に、アーチーは慌てる。

「は？　なぜ？　正気ですか？　俺たちがなにをしにここに来たか、わかってます？　我が国を脅かすエプデ国を、陰で支えていると噂の聖女を殺害するのが目的だったんですよ？」

「だが、お前だって見ただろう？　あれのどこが優遇だ。軟禁されていただけじゃないか。見ろ、この体。ここまでやせ細った人間を、お前は見たことがあるのか？」

「それは、そうですが」

　聖女が噂通り欲に目がくらんだ女性でないのは、アーチーにだってわかる。だからと言って、ここまで来て姿まで見られてしまった以上、生かしておくわけにはいくまい。

「とにかく、今はお前の兄の情報を丸々信じる気にはなれない。神殿から聖女が消えただけでも、俺たちの目的は達するだろう？」

「誘拐する気ですか？」

「俺が女をひとり囲ったところで、大騒ぎにはなるまい。彼女が聖女だなんて、言わなければわからないだろう」

「大騒ぎになるに決まってるでしょう。これまで結婚の『け』の字も出なかった堅物が女を連れ帰ったら」

「いいから行くぞ」

　ランベルトはクラリーチェを抱いたまま小舟に乗り込んだ。

　アーチーは納得がいっていない様子だったが、自分の主が言い出したら聞かないこともわかっているからか、それ以上言いつのることはなかった。

「聖女がいなくなったことが判明し、遺体も見つからなければ、誘拐の疑いをもたれましょう。服を海に流してください」

　アーチーは冷淡な調子で告げる。

「夜着だけでは駄目です。それこそ下着も、全て流しましょう。本当は身代わりの死体も用意したいところですが、さすがにすぐは探せませんからね」

「脱がせるのか？」

「私がやりましょうか？」

　顔を赤面させるランベルトを見て、アーチーがため息をつきながらそう言うと、彼は「いい」と断り、彼女をローブに包んで見えないようにしたまま、身に着けていたものを全てはぎ取った。

　骨がごつごつとあたり、柔らかい感触とはとても言えない。けれど、女性らしい丸みはないわけでもなく、胸や尻には、他に比べれば柔らかい弾力があった。

　ランベルトは困り果てる。なんとなくムラムラしてしまうのは、男の性なのか。長い軍での暮らしに、すっかり女性への耐性が無くなってしまったからか。

　王宮で暮らしていた頃は、彼女よりもずっと豊満な女性たちに囲まれても、なんの感情も抱かなかったものだが。

「脱がせたぞ。流せばいいか？」

「ついでにちょっと破いておいてください。賊に攫われた聖女が、犯されて海に落とされたって感じに見えるように」

　優しげな表情でサラリとひどいことを言う側近に辟易しつつ、ランベルトは彼女の夜着や下着を破り、そのまま海に流した。潮の流れを考えれば、明日の朝には船着き場のほうへ流れ着くはずだ。

「ランベルト様が女性をお囲いになったことも、できる限り外部には漏れないようにお願いしますよ。物珍しさにみんなが寄ってきて、聖女と知られては困ります」

「わかっている。だが、ばれることなどあるまい。聖女の容姿を知っている者などいないのだから」

　そうつぶやいて、ランベルトは改めて彼女を見つめる。このローブの下は裸だ。海風が布地をまき上げるのが気になって、彼女の全身を押さえるように抱きしめる。

（やっぱり細すぎる）

　ごつごつした骨ばった感触が、無性にランベルトの心に引っかかりを残した。

















聖女の転落












　チチ……と、鳥のさえずりが聞こえ、クラリーチェは目を開けた。柔らかなクッションに沈み込んでいるせいか、寝返りも打てない。天井の幾何学模様が珍しく、ぼうっとしながら視線で直線をなぞっていった。

　やがて、メイドらしき人物が入ってくる。

　ピクリとも動かないクラリーチェを寝ているものだと思ったらしく、一瞥いちべつしただけで横を通り過ぎると、ゆっくりとカーテンを開けた。薄暗かった部屋に、朝日が差し込んでくる。

　クラリーチェはまぶしさに目を細めた。

「……ここ、どこ？」

　出たのはかすれた声だ。メイドは驚いたように振り返り、近寄ってきた。

「お目覚めでしたか。申し訳ありません」

「あなたは？　ここは……」

「お嬢様が目覚めたら呼ぶように言いつけられております。このままお待ちくださいませ」

　ぺこりと頭を下げ、彼女は出ていった。

　クラリーチェは、ゆっくりと体を起こそうとした。だが、筋力が弱い彼女は、沈んでいくクッションの上で自分を支えられない。板みたいに硬かった神殿のベッドとは雲泥の差だ。

　それでもなんとか体を起こし、ゆっくりと窓辺に近づいていく。見えた景色に、クラリーチェは目を奪われた。

　建物は小高い丘の上にあった。どうやら、建物の二、三階あたりにいるようだ。手前では騎士風の格好をした人物が、訓練をしているのが見える。遠くを見れば、街並みが広がっていた。太陽の光をいっぱいに浴びて、赤茶や青の屋根が輝いている。一番奥でキラキラと光っているのは海だろう。

「……綺麗」

　リシィ島から出たことのないクラリーチェにとって、この光景は新鮮だった。

　クラリーチェはほう、と息をつき、しばしそれに見入った。

（一体なにが起こったのかしら。あの人たち、私を排除するって言っていたと思うのだけど）

　昨日は侵入者に拉致されたはずだ。てっきり殺されるのだと思っていたのに、なぜ自分は生きているのだろう。

（それに、攫われたのならば、牢に入れられるものじゃないのかしら）

　開放的で明るい日差しが差し込む部屋は、とてもじゃないが、捕縛者を閉じ込めるところには見えない。

（よくわからないわ）

　クラリーチェは頬に手をあてて、しばし考える。よくよく自分の姿を見ると、服も変わっていた。神殿で着ていた質素な麻素材の夜着とは違い、柔らかな絹の夜着だ。フリルがたくさんついていて、薄いピンク色でかわいらしい。

（こんなかわいいの、初めて……）

　今の自分の立場も忘れ、クラリーチェは自分の夜着に見入る。

　そのうちに、ふと気になって、クラリーチェは窓に息を吹きかけた。リシィ島の神殿は、薄暗く寒かった。こうして息を吹きかければ窓は曇り、絵を書いたり字を書いたりできたものだ。が、ここではちっとも窓が曇らない。

　不思議に思って、夜着の裾でごしごしと窓を磨いていると、人の入ってくる気配がした。

「……なにをしているんだ」

　あきれたような声だ。振り向くと、あのときの彫像のような男が立っていた。

　一気に緊張したクラリーチェは、窓に背中を押し付け、彼をじっと見つめる。

　見返す彼の瞳は、攫われるときに見たあの緑色だった。鷹のような鋭い目つきに、クラリーチェは体をびくりと震わせる。生きていることを責められているような気がして、なんと言ったらいいのかわからない。口をぱくぱくと動かすだけになってしまった。

「ふん。怯えているのか。まあそうだな」

　男はそう言って目をそらした。その間に、クラリーチェが小さく首を振ったのは見ていないようだ。

「座れ」

　クラリーチェは黙ったまま頷いた。そしてベッドに腰を下ろす。

　彼は、クラリーチェを見下ろせる位置に立った。背が高いので、ひどく威圧感がある。

　しばらくは黙っていたが、いつまでたっても彼がなにも言わないので、クラリーチェはおずおずと問いかけた。

「あの……、ここは、どこですか？」

「ここはイデリア国の南部にある砦の一室だ」

　質問にはよどみなく答えた。別に話したくないわけではないようだ。

「イデリア国？」

　クラリーチェは世界地図を思い出す。イデリア国はリシィ島の北にあるオリベル大陸の一番南に位置する国だ。

「俺の名は、ランベルト。このイデリア国の第一王子だ」

「王子様？」

　クラリーチェは驚きのあまり目を見開いた。

「そんな方がどうして私を……？」

　ランベルトはじっとクラリーチェを見つめている。普段は、蘇生の依頼人からさえ目をそらされることのほうが多いクラリーチェは、ドギマギしてきた。

「……我が国とエプデ国で、戦争が行われているのは知っているか？」

　クラリーチェは黙ったまま頷く。

　そのせいで、神殿には多くの怪我人が運び込まれた。クラリーチェは、体力的に一日二回の蘇生で精いっぱいなので、生活は平時と変わらなかったが、シスターたちは昼も夜もなく働いて忙しかっただろう。

「リシィ島は中立であるがゆえに、命に係わる怪我人が敵味方関係なく収容される。我が国の兵も運ばれた。しかし、まるで避けているかのように、我が軍の兵士だけは蘇生が行われなかったそうだ」

「そんな……」

　蘇生する相手は、クラリーチェが決めているわけではない。教皇が決めるのだ。クラリーチェは、棺に入れられた人間を蘇生しているだけなので、出身国の判別まではできない。

「おそらく、私の蘇生が日に二回しかできないから、間に合わずに亡くなられたのだと思います。順番を決めるのは私ではありませんが、あなたの国の兵士が見殺しにされたのならば、謝ります。申し訳ありません」

　知らないことが、言い訳にはならないだろう。神殿で、蘇生ができるのはクラリーチェだけだ。蘇生されずに仲間が死んだことに憤っているのならば、恨まれるのはクラリーチェで間違いはない。ランベルトの怒りは、志なかばで死を迎えた兵士たちの怒りそのものだ。

「それだけなら、君を攫おうとは思わなかった。他にも、聞き捨てならない情報があったんだ。聖女は私欲にまみれ、蘇生の力を平等に使わず、金儲けのために使っているとな。寄付金で、エプデ国に資金援助もしているとも聞いた」

「……でも、リシィ島は無主島です。どちらかの国の肩を持つなんてことありますか？」

　クラリーチェが戸惑いながら答えると、ランベルトは深いため息をついた。

「やはり、君はなにも知らないんだな」

「す、すみません」

　クラリーチェは叱られたような気がして、すぐに謝罪した。

　彼女が神殿でしていたのは蘇生だけだ。癒しの力がない彼女に、救護院での仕事はできなかったし、そもそも、ずっと立っていられるだけの体力が無い。

「君を攫ったのは、ゲルド教からエプデ国への資金供給が途絶えることを狙ってだ」

「そう……なのですね」

　クラリーチェはしばし考える。教皇が、蘇生にあたり寄付金をとっていたのは知っている。だが、それがエプデに流されていたかどうかまではわからない。

　学がない彼女には、彼の言葉を精査するだけの知識もなかった。なので、ランベルトの言葉をそのまま受け止めることにした。

「それで戦争が終わるのなら、私は従います」

　クラリーチェの返答に、ランベルトは不可解そうな顔をする。

「……君は怖くはないのか？」

「なぜですか？」

「攫われて、軟禁されているんだぞ？　普通なら恐怖を感じるだろう？」

　言われてみればそうかもしれない。けれど、クラリーチェにとって、軟禁されるのは日常茶飯事だ。しかも、ここは神殿よりも立派な部屋で、これまでよりもいい服を着せられて、世話をしてくれる人までいる。待遇面で言えば、格段に良かった。

　なにより、ここで一番高い身分のランベルトが、人に任せずにちゃんとクラリーチェに事情を説明に来てくれた。それだけでも、信用できる気がしたのだ。

「怖くはありません。ベッドは柔らかでゆっくり休めましたし、もともと私はひとりですから」

　ランベルトは寂しそうに窓の外を見たクラリーチェを見つめ、言葉を探すように目を泳がせた。

「君はその……妙に白いな」

　クラリーチェは胸がずきりと痛んだ。

　自分の容姿が異様なことはわかっているが、ランベルトから言われたことがなんだかショックだった。

「変ですか？」

「その髪の色は初めて見たな。肌も白すぎるが、病気というわけではないのか？」

「病気？」

「……なさそうだな」

　あきれたようにため息をつかれ、クラリーチェは少し困ってしまう。

　そもそも、クラリーチェは人と話すのに慣れていない。聖女になった八歳以降、教皇やごく少数のシスターとしか話をしていないし、話すことも必要最低限の連絡事項だけだった。普段からひとりで塔の上り下りができないくらい虚弱だが、彼らは、彼女の体調を気づかうようなこともなかった。

「私はこれから、どうすればいいですか？」

　途方に暮れた気分で、クラリーチェは問いかける。ランベルトにとって、クラリーチェが邪魔なのは間違いないようだが、殺されるのではなく軟禁されているのがわからない。まだ利用価値があると思われているのだろうか。

（ここでも、蘇生を強要されるのかしら）

　じっと見つめていると、ランベルトは意外なことを言いだした。

「そうだな。まずは食事をするといい。君は痩せすぎだ」

　クラリーチェはそっとお腹を押さえる。昨晩からなにも食べていない。特に食欲はなかったが、お腹はくうと音を立てた。

「スープくらい腹に入れるといい。持ってこさせよう」

　クラリーチェの返事も聞かないうちに、彼は侍女を呼びつけた。もともと用意されていたのか、たいした時間もかからないうちに侍女が戻ってきて、部屋の中にある小テーブルに食事の準備を整えていく。

　ランベルトはベッドに腰掛けて呆然としている彼女に手を伸ばした。もたもたとしているうちに、クラリーチェは彼に手首を掴まれ、引っぱられる。

「座れ」

　クラリーチェは頭を下げて椅子に座り、湯気を立てているスープを見て、顔をほころばせる。温かいスープを食べられるのはうれしい。神殿で与えられる食事は、塔の上まで運ばれる間に冷めてしまっていたから。

「神の御恵みに感謝を。……いただきます」

　クラリーチェが手を組んで祈ると、ランベルトも向かいに腰かける。そして、彼女がスープをちびちび飲むのをじっと見ていた。

　クラリーチェはうれしいような恥ずかしいような心地がする。誰かと差し向かいで食事をとるなど、何年ぶりだろう。

（なにかお話をしたほうがいいかしら）

　とはいえ、普段ひとりでいるクラリーチェは、食事中に話すことが思いつかない。

　困って何度も顔色をうかがったが、ランベルトはそう不快でもなかったようで、黙ったままじっとクラリーチェを見ていた。

　スープを飲み終えただけで、クラリーチェは満腹になってしまった。パンは入らないと告げると、彼は「そうか」と言って侍女を呼び、片付けさせる。

「君には、しばらくはここで生活してもらう。部屋からは出ないように」

　最後にそう告げ、ランベルトは背中を向けて行ってしまう。

　クラリーチェは気疲れしてしまった。ほうと息を吐きだし、ベッドに座り直す。

「教皇様、困っているかしら」

　教皇は、クラリーチェの蘇生の力を見出してくれた恩人だ。彼がいなければ、クラリーチェは役立たずとして孤児院からも追い出され、すでに死んでいてもおかしくなかった。だから彼には逆らえない。

「でも、……ちょっとホッとしたわ」

　これで、蘇生をしなくてもいいのだ。

　クラリーチェは、ベッドの上で膝を抱え、窓の外を見つめた。

「綺麗な景色ね……」

　与えられた部屋は明るく清々しいが、これまで薄暗い部屋にばかりいたので慣れない。

　満腹になったからか、先ほど起きたばかりなのに睡魔に襲われる。どうせやることもないのだ。クラリーチェは抗あらがわず、すぐに眠りについた。
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　クラリーチェとの話を終えたランベルトは、執務室へと戻ってきた。中には、側近のアーチーがいる。

「ランベルト様、おかえりなさい。どうでした？　聖女は」

「あの様子ではなにも知らないようだな。裏で動いているのは聖女ではなく教皇だろう」

　もともと、聖女について進言してきたのはアーチーの兄のグレンだ。

　たびたび起こるエプデ国との戦争は、大国で戦力の多いイデリア国の圧勝だった。それでもイデリアがエプデを占領しないのは、海を挟んだ別の国を占領することに興味がないからだ。エプデは乾燥地帯が多く、産業的にも旨味がない。

　今回も、先発隊だけで制圧できるだけの人員を託し、グレンに指揮を任せた。

　しかし今回、エプデ国側は、新型の大砲を乗せた戦艦を有していた。飛距離が長く、着弾すると多重爆発を起こす、通常の大砲とは性能が異なるものだ。破壊力が強い新型武器のせいで、イデリア国側は苦戦を強いられていた。半壊状態となったキサ島はそのままエプデに占領され、グレンも大砲の爆発に巻き込まれ、腕に大怪我を負い、リシィ島に運ばれた。

　中立のはずのリシィ島は、内部に入ってみれば、とても公正であるとは言えなかった。

　救護院に運ばれたものの、司祭やシスターは機械的に巡回し、癒しの力を施していくだけだ。グレンから見れば、自国の医療体制のほうが優れている。こんなことならさっさと自国に帰してもらったほうが、余程早く回復できただろう。

　死にかけていた仲間が、どんどん弱っていき、死んでいく。

　なのに、蘇生ができるという聖女は一向に姿を見せなかった。

　聖女がいるからという理由でこの島へ運ばれたグレンたちにとって、なにもできないまま、ただ死にゆく仲間を見送るのは絶望以外の何物でもなかったのだ。

　聖女に不審を抱いたグレンは、動けるほどまで回復した後は、自ら水汲みなどの手伝いを買って出た。目的は、神殿内部を探るためだ。

　だが、どれほど探しても、グレンが聖女の姿を見ることは叶わなかった。それどころか、見つけたのは死体が積み上げられていく保管場所だ。聖女が蘇生してこの世に戻すことができるのは、せいぜい死後二、三日の間らしく、その期間中はそこに保管されるらしい。だが、期間を過ぎ、引き取り手のない遺体は、海に捨てられるのだそうだ。

　グレンはそこに、自分の部下の姿を何人も見つけた。捨てられそうになっていた遺体を国に連れて帰るために、なんとか交渉して保管期間を延ばしてもらい、イデリア国へ船の手配を頼む手紙を書いた。

　そんな極限状態のままリシィ島で過ごすうちに、聖女に憎しみを募らせていったグレンは、ある日、裕福そうな身なりをした夫妻が、多くの使用人と蘇生を受けたらしき高齢の男性を連れ、満面の笑顔で帰って行く姿を目撃した。

　なんのことはない。聖女は蘇生の力を、ただ金を得るためだけに使っていたのだ。

　さらに、追加で送られてきたイデリア国の兵士から、エプデ国の兵士は蘇生され、何度でも出陣しているという噂を聞いた。イデリア国の兵士は、──少なくとも、グレンと共に運ばれた兵士は、誰ひとりとして蘇生してもらえなかったのに。

　中立と言われていたはずのゲルド教の裏切りを、グレンは許せなかった。

　神殿の中心となる聖女の殺害を決意し、彼女の部屋の場所も突き止めたが、実行する前に、救護院のベッド確保のため、強制送還となってしまった。

　国に戻った彼は、それを国王に報告した。王都にいる国王は、第二王子に更に調べを進めるよう命令し、彼の組織した諜報部隊により、聖女が蘇生の寄付金で荒稼ぎしていることや、エプデ国の大砲の導入資金がゲルド教から流れていることなどもわかってきた。

　そして、第一線で軍事活動の指示を出しているランベルトのもとへ、聖女殺害の命令が下ったのだ。

　本来、ランベルトが自ら行く必要はなかった。彼の側近であるアーチーは、自身ともうひとりの部下で暗殺に赴くつもりだった。

　しかし、正義感が強く一本気なランベルトは「自分が行く」と言ったのだ。

　第一王子の妙に潔癖で、真面目な部分をよく知るアーチーは諦めたように頷いた。

　なにかあれば、自分が王子を守ればいいだけだ。アーチーは自分の小狡こずるさをよく知っている。童顔で人好きする顔を盾に、どんなあくどいことでもやってのけられる。王子ひとりを守るくらいはできるだろう、と。

　こうして、夜半にランベルトとアーチーはリシィ島に潜入したのだ。

　だが、ランベルトは聖女を見て、殺害を止めた。妙な正義感が、面倒の種を拾いこんだのだ。

　アーチーとしては、聖女をランベルトから切り離したい。ふたりの間に決定的な溝を作りたかった。女が彼を嫌えば、ランベルトの性格上、深入りすることはないはずだ。

「まあ、とりあえず聖女を攫ったことで、神殿の力を削ぐという目的は果たされました。それとは別に、ランベルト様には果たしていただかねばならない責務がございます」

「……なんだ？」

　ランベルトは思い当たることはないという様子だ。アーチーは大きなため息をつく。

「あなたが女をお囲いになるくらいは許容できますが、それが聖女では困るのです。生かしておくおつもりならば、彼女を聖女ではなく、ただの女にしてください」

「女に……」

　もともと女だろう、と一瞬疑問に思ったランベルトだが、すぐに思い至る。一般的に、聖女や巫女は神に仕える存在であり、清らかな処女おとめであることが条件だ。

　ランベルトは苦い顔をして、アーチーを見つめる。だが彼は冷徹に首を振った。見た目で言えば、柔和な顔つきをしているのはアーチーのほうだが、中身はおそらく逆だろう。ランベルトはどこか非情になり切れないところがあるが、アーチーは必要に応じて、どこまでも非情になれるのだ。

「だが……」

「ランベルト様にその気がないのなら、騎士団から口の堅そうな者を見繕って部屋に送ります。その場合、あなた様の愛妾にするわけにはまいりませんがよろしいですか？」

「待て」

　ランベルトとしては、囚われの身の聖女を救い出したつもりだった。なのに、無理やり処女を散らせるのでは本末転倒だ。想像しただけで、胸がモヤモヤとする。

「女性にとって、それは死ぬより辛いことなのではないのか」

「であれば殺しましょう。ランベルト様、リスクは少ないほうがいいのです。エプデ国が力をつけてきている今であればなおさら。危険を抱え込むことは、国のためにはなりません。本当ならば、あの場で殺すべきだったのです」

　ランベルトは黙り込む。

　閉じ込められた部屋。脅されているのになお、『誰を救いたいのですか』と聞いた震える声。そして、日常生活さえまともに送れないのではないかと思うほど、軽く弱々しい体。

「だが、あれは、なにも知らない子供のような娘ではないか」

「ランベルト様」

　なおも言いつのろうとしたランベルトに、アーチーが非難の声を上げる。

「わかった。……わかっている。ならば俺が行く」

　このままアーチーに任せておけば、間違いなく彼女は無理やりに犯されると思ったランベルトは、諦めたように頷く。

（せめて、優しく。……いや、その素振りだけでやめてもいい。彼女が聖女の力を使わなければいい話だ）

　ランベルトは苦虫を噛み潰したような顔で考える。じっと観察してくるアーチーの視線が癇に障って、手を振って追い出した。
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『さあ、クラリーチェ。彼を蘇生するんだ』

　聖女と呼ばれるようになってしばらくは、誇らしく聞こえたその言葉を、クラリーチェはいつからか重苦しい気持ちで受け止めるようになっていた。

　呼び出された礼拝堂には、遺体の入った棺と、裕福そうな四十代くらいの夫婦がいた。

　彼らはクラリーチェを見ると、怯えたような態度をとった。

　日に当たらない彼女の肌は白く、ともすれば棺に入っている遺体よりもより遺体らしい相貌そうぼうをしているからだろう。

　見張り塔の最上階からシスターに連れられてきたクラリーチェは、この時点ですでに息があがっていたので、それが不審に思われていたのかもしれない。

『さあ、クラリーチェ』

　教皇に促され、クラリーチェは目を閉じると呪文を唱える。体中の熱が、手のひらに集まっていく感覚があり、指先が燃えるように熱くなっていく。

　最後の文言を唱えると、その熱は指先から離れ、霧散した。途端に強い疲労感に包まれ、立っていられなくなる。よろけたクラリーチェを教皇が受け止めた。

『ご苦労様、クラリーチェ。もう下がっていいよ』

　教皇がハンドベルを鳴らすと、今度はシスターがふたり現れる。両脇からクラリーチェを支えるようにして歩き出した。

「まあ、お義父様！　本当に目を開けたわ」

「父上！　起きられるのかい？」

　朦朧もうろうとしながらも、クラリーチェは背中のほうから聞こえる彼らの声に耳をそばだてる。

「さあ、生きているうちに、ここにサインをしてちょうだい」

　最後に聞こえてきた女性の言葉は、ここに蘇生を求めにくる多くの人から聞いた。彼等が手に持っているものの大半は、遺書や遺産配分の取り決め書だ。

（私の力なんて、本当に必要なのかしら）

　クラリーチェは目を伏せ、引きずられるように塔に向かって歩く。蘇生の術を使った後は、ひどく体力を奪われるうえ、いつも虚しい気分になり、体に力が入らない。

（蘇生なんて、もうしたくない……）

　けれど、クラリーチェには他にできることが無い。蘇生をしなければ、神殿にいられなくなってしまう。
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　クラリーチェが目を開けると、あたりは暗闇だった。

「……夜？」

　どうやら夢を見ていたようだ。神殿で蘇生したときの後味の悪さが胃の腑に残っているようで、気分が悪い。

　ランプの位置がわからず、体を起こしてあたりを捜すと、小テーブルにメモが乗っていた。

【夕飯を用意してあります。目覚められたら、ベルを鳴らしてお呼びください。】

　朝も来てくれた侍女が書いたもののようだ。神殿で使われていた言語はこのあたりの国の共用語なので、クラリーチェにも読める。

　朝食後からずっと眠っていたので、お腹は空いていない。それよりも窓の外の景色が気になった。神殿の塔の部屋からは、天に浮かぶ月と星くらいしか見るものがなかったのに、ここからは、民家の明かりがたくさん見えた。

「すごい。まるで、星みたい」

　各家の窓から見えるほんのりとしたランプの明かりは、そんなに強い光ではない。けれど、民家の数が多いので、圧倒されるような美しさだった。

「素敵」

　クラリーチェがうきうきと光の数を数えていると、ノックもなく部屋に男が押し入ってきた。

「……え？」

　叫ぶ暇もなく、あっという間に腕を引っぱられ、壁へと背中を押し付けられる。

「無防備にもほどがあるな」

　あきれたような声に、慌ててその男を見上げれば、それはランベルトだった。

「ランベルト様」

　クラリーチェは自然に笑顔になった。だが、ランベルトはひどく苦々しい顔をしている。

　彼が両手を壁につくと、まるで檻のようだ。囲われたクラリーチェは、行き所がなく、彼を見つめることしかできない。

　ランベルトは軽装だった。黒のスラックスにシャツを羽織っていたが、ボタンが止まっておらず、その中は裸だった。くっきりと筋肉のラインが描かれていて、目のやり場に困ってしまう。

「こんな夜に、どうされたのですか」

　クラリーチェは、気を取り直してほほ笑んで見せたが、彼の表情は固いままだ。

　ランベルトは彼女の首に手を添え、少し力を込めた。かと思ったら離す。それを何度か繰り返した。

（首を絞めたいのかしら。でもだったら、どうしてためらっているの？）

　殺されるのは怖くない。クラリーチェは静かにほほ笑んだ。

「私を殺したいのならば、それでもかまわないのですよ？」

　ランベルトは傷ついたような、呆気にとられたような中途半端な顔をした。

「死んでも自力で蘇生ができるなどとは言うまいな？」

「蘇生の力はそこまで万能ではありません。それに、私の力は不完全で、……生き返らせても、またすぐに死んでいくのです」

「また死ぬ？」

「生き返らせることはできますが、そもそもの病気や怪我を治せないのです。だから、持ちこたえられるのはほんの数日だと聞いています」

　それは本当のことだった。クラリーチェの力は不完全なのだ。蘇生はできても、治療ができない。強力な癒しの力の使い手がいてくれたなら、その後で病気や怪我を治してもらえるが、今のゲルド教には、そこまでの能力者はいなかった。

「聞いている情報と違うな……。蘇生されたエプデの兵士は戦場に出ているという話だったが」

「それはおそらく誤報でしょう。きっと私の存在が勘違いをさせたのですね。申し訳ありません」

「なっ……、なぜお前が謝る」

　ランベルトはイライラしているようだ。クラリーチェは、これ以上彼を怒らせないようにしたいと願いながら、続ける。

「私はいつも、いろいろな人に迷惑をかけているのです。戦争で犠牲になったあなたの国民を救えなかったのも事実ですし、悪いのは私でしょう」

「お前の意志は介入していなかったのだろう！　なぜすべて自分のせいだと思うんだ！」

　怒鳴るようにそう言って、ランベルトはしまったとばかりに口を押さえた。クラリーチェはきょとんと見上げる。

（もしかして、この人は私のせいじゃないと思ってくれているのかしら）

　そう思うと、不思議と心が温かくなった。

「とにかく、殺したりはしない！」

　ランベルトは顔を赤くしたまま、そっぽを向く。なんだか可愛らしいと思ってしまうような態度だ。クラリーチェは自然にほころんだ。

「では、なにをしにいらっしゃったのですか？」

　そう問いかけた途端、ランベルトの動きが急にぎくしゃくとした。

「それは……」

　じっと見ていると、目をそらされる。顔を覗き込むようにすると、上を向かれる。

（なんだかよくわからないけれど、目を合わせてはいけないのかしら）

「私、目を閉じたほうがいいですか？」

「は？」

　今度は目を剥いて叫ばれた。唾が、軽く頬に当たる。

「す、すまない」

　あからさまに慌てる彼に、クラリーチェはおかしくなってしまった。

「ふふ、……あは」

　声を上げて笑うことなど、今まであっただろうか。そもそも、人とこんなに長く話すこともなかった。クラリーチェは心にランプが灯ったような明るい気持ちになった。これも、初めてのことだ。

　彼女の笑顔に見入っていたランベルトは、拳をギュッと握ると、おずおずと話し始めた。

「クラリーチェ。俺は君に、今からひどいことをしなくてはならない」

「ひどいこと……ですか？」

「君をここに置いておくために、聖女でいてもらっては困るんだ」

　クラリーチェは意味がわからず、小首をかしげる。

「君は、聖女の資格とはなんだと思う？」

「資格……？　わかりません。蘇生ができることですか？」

　少なくとも、クラリーチェは蘇生の力があったから聖女と呼ばれるようになったのだ。それ以外に必要なものがあるとは思っていなかった。

　ランベルトは瞳を陰らせ、唇を噛みしめた。

「聖女とは神に愛された清らかな乙女のことを言う。それがただの女になるとは、こういうことだ」

　彼は、彼女が着ていた夜着の前を一気に引き裂いた。

　もったいない、と神殿の質素な暮らしに慣れたクラリーチェは、驚きと共に思う。ただの布となった夜着の隙間から風が入り込み、彼女の肌を冷やしていく。

　ぶるっと身震いをして前を隠そうとした瞬間、ランベルトに手首を掴まれ、壁に押し付けられた。それは彼女の知るランベルトにしては乱暴な行動だ。

（どうして？　さっきまで、ランベルト様は、とても優しかったのに）

　朝は食事をとるようにと言ってくれたし、不愛想ながらもクラリーチェの話をちゃんと聞いてくれた。さっきだって、クラリーチェを笑わせてくれた。

　今、彼の目は険しい。だが、怒っているというよりは、悲しそうに見えた。

　クラリーチェはただ黙って、彼の次の動きを待った。ランベルトは抵抗されると思っていたのか、意外とでもいうように片眉を上げる。

「君は怖くないのか？　今から自分がなにをされるか、わかっているのか」

　肌と衣服の隙間から、彼の大きな手が入り込んでくる。腰を撫でられ、クラリーチェはびくりと体を震わせた。

　ぞくぞくとした感覚が、彼女の体を駆け巡った。しかし、嫌でもなかった。言動や鋭い目つきとは裏腹に、彼の手つきはゆっくりでクラリーチェを責めたてるものではなかったからだ。

「……なんでも、受け入れます」

「なに？」

「ずっとそうしてきました。神殿にいるために蘇生をしてきたんです。ここにいるために、体を触られることが必要なら、そうします」

　ランベルトは傷ついたような顔をしていた。クラリーチェはその顔に、少し胸が痛くなる。

　彼の手は腰から下へと向かい、お尻のあたりをまさぐった。ムズムズと変な感覚が湧き上がってくる。

「……っ」

　変な声が出そうになり、クラリーチェは必死に口を閉じる。

　ランベルトはその様子を見て、もう少し体を近づけてきた。固い彼の胸板に顔を押し付ける形になり、顔が熱くなってくる。

「あっ……」

　彼の手は、今度は上に動き胸のふくらみを捕らえた。下着がまだ彼女の身を隠してはいるので、布越しではあるが、自分でもあまり触らないところを掴まれ、クラリーチェは驚きを隠せない。

　最初に襲ってきた感覚は快感よりは痛みだった。

　しかしそれも一瞬で、何度もこねられているうちに、妙に甘ったるい感覚が生まれてくる。薄い綿素材の下着で胸の頂きがこすられて、息が勝手に荒くなっていく。
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「あ……ん。こ、れ……は、なにをしているのですか？」

　自分らしからぬ甘い声が出る。恥ずかしさに頬を染めれば、ランベルトはあきれたような傷ついたような声を出した。

「さすが聖女だな。愛撫を受けるのは初めてか。その割には怯えた様子もみせないな。男に体を許すことも救済の一部だと思っているのか？」

　彼が自分を傷つけようとしているのはわかる。なのに、言葉を発するたびに、ランベルトのほうが傷ついているように、クラリーチェには見えた。

　こねられた胸の中心は、布越しでもわかるくらいに固くなっていく。ランベルトの指先がそれをはじくと、刺激が体中を駆け抜けていった。

「ああんっ」

　全身が甘くしびれていて、なぜか下腹部が熱い。足に力が入らずに倒れそうになり、上半身を彼にもたせかける。

「んっ……はあ、はあ」

　今まで体験したことのないような感覚が、クラリーチェを翻弄した。変な声が勝手に出るのは、どうしたらいいのだろう。

　神殿では、余計なことを言うのも、感情を表に出すのも、ずっと禁止されてきた。ここでそれが許されるのかわからず、クラリーチェは喘いでしまいそうになるのを抑え、できるだけ落ち着いた声を絞り出した。

「ひ、人肌って、こんなに温かいんですね」

　彼女の言葉に、ランベルトは動きを止めた。しがみついた彼の腕の固い筋肉が、ピクリと動く。こんなに硬質なのに、触れている部分はジワリと温かく肌になじむ。普段、人肌に飢えているクラリーチェは、彼のごつごつした手の感触や温度を肌で感じることに、ほのかな喜びを感じていた。

「なにを言っているんだ？」

「変なことを言いましたか？　すみません」

　あくまで淡々と答えたが、内心では大慌てだ。クラリーチェには常識がない。ずっと見張り塔の最上階に囚われて生きてきたのだ。人との会話に正解が見出せない。

　これだけ親密な触れ合いが、どんな関係性の人間に許されるのかも、よくわからない。

「嫌じゃないのか」

「……」

　これには答えに窮してしまった。

　嫌ではなかった。ランベルトの手はひどく優しくて、急かすわけでもなくじっくりと彼女をほぐしてくれていたからだ。彼が時折つらそうな表情をすることは気がかりだったが、今さらやめて欲しいとは思えなかった。

「……だったら、抱くぞ」

　その宣言にも、答えられない。囚われている自分が拒絶していいものかもわからないし、逆に望んでいいものなのかもわからない。

　返事はできず、ただギュッと彼の腕を握っていたら、ランベルトは彼女を抱き上げた。

「きゃっ」

「返事がないのは了承だと受け取る」

　彼はそう言うと、彼女をベッドの上に落とした。クッションに沈んだ、と思った瞬間、さらにクッションが深く沈む。ランベルトが上からのしかかってきたのだ。

「望んでもいないことをされるんだ。罵倒するならすればいいし、俺を憎んでも構わない」

　そう言うと、彼はクラリーチェの下着を取り払った。生まれたままの姿を男の目にさらしているのだと思うと、頭が真っ白になり、なにも言えなくなる。

　ランベルトは躊躇なく、再びクラリーチェの胸を右手でもみ始めた。彼の指の力に合わせて、形を変える自らの小さな胸を、クラリーチェは戸惑いながら見つめる。

　さらに、もう片方の胸の先を舌で舐められ、「ひあっ」と予想もしない声が出た。慌てて口を手で押さえると、ランベルトは優しく笑い、彼女の手を口もとから外した。

「別に声を我慢することはない。気持ちがいいのならばなによりだしな。聖女も興奮するものなのだな」

「え、あの……」

「こんなこと、誰にもされたことが無いのだろう」

　左胸の先端を指先で、右側は舌先でいじられる。しびれるような甘い感覚が、クラリーチェの思考を遮断していく。全身がむず痒くなり、なぜか触られてもいない下腹部に熱を感じた。

「あ、ああっ」

　声を出さないように堪えようとするけれど、初めて感じる刺激が強すぎて抑えられない。

　ランベルトはそんな彼女の手を両手で掴むと、頭の上でまとめて左手で押さえた。

　口を押さえることも秘部を隠すこともできなくなったクラリーチェは、恥ずかしさに内ももをこすり合わせた。

「我慢するなと言っただろう」

「でも、私」

　神殿では、声を上げること自体禁止されていた。クラリーチェは聖女らしく、毅然とおとなしくしていなければならないのだ。

「じゃあこう言おう。君の声が聴きたい。嬌声ならばなおいいな。……最も、すぐに悲鳴に変わるのだろうが」

　その間も止まることのない刺激に、クラリーチェはだんだん我慢ができなくなってきた。

「あっ、あっ、んんっ」

　嬌声を上げながら、薄目を開けたクラリーチェは、彼の表情が気になっていた。

　彼女が快感の声を上げるたびに、彼はまるで自分が傷ついているような顔をするのだ。

（どうして？　悲しいならばやめればいいのに）

　だが、そんなことを考えていられるのも一瞬だった。彼の手が太ももをなぞり、付け根を指でなぞってくる。

「そ、そんなところ……！」

「濡れているな」

　指が割れ目を簡単に滑り、クラリーチェの体をどんどん溶かしていく。

「あっ、ああっ」

　探るように浅いところを何度も滑った指は、やがて小さな突起を見つけ出した。

「あ……！」

　それは、これまでとは比べ物にならないくらいの強い快感を、クラリーチェにもたらした。

「ああん。はあっ、やあ……」

　自分でもなにを言っているのかわからない。ただ、気持ち良すぎて悶えてしまう。ランベルトの舌が胸を行き過ぎるのも、指先が茂みの中をまさぐっていくのも。

　自分がされていることがどういう意味を持つのかも知らないまま、ただ与えられる感覚に従って、足を広げてしまう。

「このくらいほぐれればいいだろうか」

　ポソリとつぶやくと、指はさらに奥を探ってきた。これまでの単純な快感とは違い、今度は異物感も襲ってくる。

「これ……なに？」

「奥から快感を掴み取るんだ。痛みだけじゃなく、感じるポイントがあるはずだ」

　奥に指が差し込められる。しかも数が増やされ、今は二本だ。

　窮屈で苦しいのに、指を上下されると変な感覚が湧き上がる。痛いのに気持ちがいいのだ。体の中を探られ、暴かれていくことは、とても背徳的で、妙にクラリーチェを興奮させた。

　今まで、教皇に言われたことをこなしていくだけの人生だった。今、クラリーチェがこんな行為をしていることが知られたら、きっと叱られるのだろう。それでもクラリーチェは、誰かの熱を感じることに、ひどく幸せを感じていた。

　可能ならば直に触れてみたい。裸になるのは自分だけじゃなくて、彼もがいい。

　クラリーチェはそう思い彼の下履きに手を伸ばした。屹立したものが、布を押し上げているのがわかる。

「これ……」

　そう言うと、ランベルトはカッと顔を赤らめた。

「まだ余裕があるようだな」

　そして、突然指を激しく上下に動かした。クラリーチェからは余裕が失われ、再び嬌声を上げるだけとなる。

「ああ、ああああん。はあっ、んんっ」

　なにかが、体の奥からせりあがってくる感覚がした。感情を揺らさないように生きてきたクラリーチェが、初めて感じる、自分でも制御できない衝動だ。

　それはランベルトの指の動きに合わせて高まっていき、はじけたように頭が真っ白になった。

「あああああああっ」

　体が痙攣している。どこかに飛んで行ってしまいそうで、クラリーチェは必死にランベルトにしがみついた。

　気がつくと、彼は服を脱いでいた。凶悪なほどそそり立った彼のものが、彼女の濡れた部分に押し付けられている。

「一瞬だ」

「えっ」

　濡れそぼった猥路は、太く凶悪なそれの進入をたやすく許した。

　一気に貫かれ、体を引き裂かれるような痛みがクラリーチェを襲う。

「や、痛、痛い」

「我慢してくれ」

「痛いぃ」

　体を押さえられ、何度も腰を打ち付けられる。痛みで涙が出てくるのに、ランベルトは止めてくれない。

　けれど、痛みの奥に、妙な快感の芽があるのをクラリーチェは感じ取っていた。

「んっ、あっ」

　声の質が変わったことに、ランベルトはすぐに気づいたようだ。

「ずいぶん優秀なんだな」と苦笑し、更に強く腰を打ち付ける。

「あああん、あっ」

　クラリーチェは、夢中でランベルトの首に手を巻きつけた。すると、彼の唇が肩に吸い付いてきた。小さな痛みに顔をしかめると、次の瞬間、肌に赤いしるしがついているのが見えた。

「赤い」

「……はあ」

　ランベルトの呼吸が荒い。彼はなまめかしい表情で、クラリーチェの体に、同じような痕をたくさんつけ始めた。

「あ、あっ」

　そのたびに声を上げてしまう。気持ちがいい。だんだん思考もまともに働かなくなっていく。

「あっ……っん」

　次の瞬間、クラリーチェの嬌声は、彼の唇で封じ込められた。体に熱が溜まり、クラリーチェは薄目を開けた。するとなぜかランベルトが光って見える。

「……えっ」

「くっ、駄目だ」

　唇を離した途端、彼は腰を強く打ち付け、やがて彼女の中で果てる。

　繋がった体を通して、なにかが注ぎ込まれる感覚があった。

　のしかかってきた体を抱きしめたとき、クラリーチェは彼と共に自分の体も光っているような気がした。

　だがそれも一瞬のことで、すぐに部屋は闇の中に落とされた。荒い呼吸を整えるランベルトの肌がひどく熱く、彼にも自分がそう思われているのかと思うと、不思議とこそばゆい気持ちになった。

　ランベルトはゆっくりと体を起こすと、クラリーチェの頬を優しく撫でる。

「痛かったか？」

　クラリーチェは頷くべきか、首を振るべきか迷った。痛かったのは事実だが、彼にすまなさそうな顔はされたくない。

　結局、彼女は小さく首を振るほうを選んだ。

「……嘘をつけ」

　ランベルトは眉を下げ、しかし口もとはほほ笑んだ。泣き笑いのような表情だ。

（私、間違えたのかしら）

　クラリーチェはその顔に、無性に胸が痛くなる。

　すでに体力の限界は近かったが、ゆっくり手を伸ばし、彼の頭をその胸へと抱き込んだ。

「本当です」

　ランベルトの息が胸にかかる。振り払おうと思えば簡単にできたと思うが、彼はそうしなかった。その事実にほっとした途端に、クラリーチェの体から力が抜け、そのまま意識を失った。

















聖女の過去












　翌朝、目覚めたクラリーチェは、自分がちゃんと夜着を着ていることに驚いた。

（まさかランベルト様が着せてくれたのかしら）

　だとしたら、とんでもない世話を焼かせてしまったことになる。一国の王太子にだ。

　クラリーチェがひとり青くなっていると、侍女が入ってきて入浴を勧めてきた。

　言われるがまま体を流し、今まで感じたことのない節々の痛みや、所々につけられたうっ血痕に不思議な気持ちになる。

「……お体はどうですか？」

　侍女は意味ありげにほほ笑み、クラリーチェの顔色をうかがう。

「平気です」

　クラリーチェはいつもよりもはきはきと答える。この痣があるということは、昨日の行為は夢ではない。昨日までの自分と違うのだと思うと、不思議と湧き立つような気持ちになる。

　風呂上がりには薬湯を飲まされた。

「これはなんですか？」

「お嬢様のお体を守るための薬です」

「守る？」

「……ランベルト様のお子を授かってはいろいろと問題になりますので」

　侍女が言いづらそうにそう言った。そこでようやく、これが聖女の資格を失うだけでなく、子をなすための行為だったのだと気づく。

（そっか。子供ってこんな風にできるんだ）

　体内に注ぎ込まれたなにかが子種だと理解して、クラリーチェは不思議に思う。

（だったら、神聖な行為ではないのかしら。なのになぜ、聖女ではなくなるの？）

　その疑問は口には出せず、クラリーチェは侍女に促されるまま、着替えまでを終えた。
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　朝日が差し込む執務室で、ランベルトは非常に困惑していた。

（……俺は、なにをやっているんだ）

　聖女を抱く覚悟は決めた。ならば、自分は嫌われるべきなのだろうと思い、冷たい言葉を放ったつもりだったが、予想外に彼女には、抵抗もなく受け入れられてしまった。しかも、子種まで注ぐつもりはなかったのに、気がつけば彼女の中で果ててしまったのだ。

（調子に乗って、痕までつけてしまった）

　異常なほど白い彼女の肌は、軽く吸っただけですぐ赤い痣がついた。それは妙になまめかしく、美しく見え、彼の興奮を煽った。そこからは熱に浮かされたように、夢中で何個も赤い花を散らせた。そのたびに喘ぐ声。従順に愛撫を受け入れる体は、痩せすぎではあったがひどく魅力的に感じられた。

　つまり、ランベルトは普通に欲情してしまったのだ。それも聖女に。

　彼女の中で果て、正気に返ったランベルトは恥ずかしさに身がよじれそうだった。彼女は、そんな彼を優しく抱きしめた。意識を保つのがやっとだったほど疲弊しきったあのときでさえ。

（聖女とは、ああいうものか）

　自身も体が弱いくせに、彼女は他者のことばかりを考えている。他人に尽くすことをあたり前にやってのける。あれが聖女の資質なのだろう。

　ランベルトは噂をうのみにしたことも、タガが外れたように抱いてしまった昨日のことも、少し後悔していた。

（まさかこんなに自制心がないとは。合わせる顔が無いな。しばらくは侍女に面倒を見させよう）

　聖女の体を堪能した後、こんなことばかり考えていたからか、さっぱり眠れなかった。朝だというのに気分は最悪だ。彼は目の下のクマを鏡越しに見ながらため息をつく。

　──コンコン

　控えめなノックの音がした。

「入れ」

「失礼します」

　入ってきたのは、クラリーチェの世話を任せている侍女だ。

「なんだ？　彼女になにかあったのか？」

「あの、お嬢様がランベルト様にお会いになりたいとおっしゃっています」

「……は？」

　ランベルトは一瞬頭が真っ白になってしまった。






　それから五分もしないうちに、ランベルトは身支度を整え、彼女にあてがっている客室に入った。

　姿を見せた途端、クラリーチェはぱっと笑顔になる。ランベルトはドキリとして、息を止めてしまった。

「ランベルト様！」

「俺に会いたい……だと？　君はいったいなにを考えているんだ」

　クラリーチェはきょとんとしている。しかも、良く眠れたのかとてもスッキリした顔をしていた。ほぼ眠れなかった自分とは対照的だ。

（おかしいだろう。目が覚めたら泣いているかもしれないとさえ思っていたのに）

　理不尽にもランベルトは少しいらだってきた。

「駄目でしたか？」

「もう俺の顔など、見たくないだろうと思ったのだ」

　クラリーチェはきょとんとしたまま、首を横に振り、彼の腕をとって椅子のほうへと引っ張った。

「私、誰かと一緒に食事をとれるのがうれしかったのです。だから、今日はひとりなのかと思うと寂しくてたまりませんでした。今日は……いてくれないのですか」

　上目遣いでかわいいことを言うのはずるいと思う。ランベルトは咳払いをしてごまかすと、侍女に自分の食事も運ぶように告げる。

「君の食欲がなくならないのなら、一緒に食べよう」

「はい」

　クラリーチェはほほ笑み、食事の手を一度止め、彼の食事が運ばれてくるのを待っていた。

　先に食べていいと言っても、ランベルトと一緒に食べたいと言ってきかない。

　外見で言えば確実に成人しているように見えるが、彼女の言動は幼く感じられた。

「体は痛くないか？」

「少し痛いです。特にこのあたりが」

　クラリーチェが恥ずかしげもなく衣服の前を開き、下腹部を指し示して見せた。

　ランベルトはぎょっとして視線を逸らす。咳払いし、手で隠すように言い、「……悪かった」と目を伏せる。

「こうした行為をはじめてしましたが、皆さん、このように痛くなるのでしょうか」

「そこまで無知なのか。俺はものすごい罪を犯した気分だ」

　思わず頭を抱えてしまった。

　もしかして、拒絶されなかったのは、性行為の意味がよくわかっていなかったからかもしれない。では、他の男に強要されても彼女は応じてしまうのではないか。

　余計な心配の種を見つけて苦悩していると、いつの間にかクラリーチェが椅子から立ち上がり、彼の頭をポンポンと撫でていた。

「……なにをした？」

「いけないことでしたか？　困っているようだったので」

　今度はランベルトが上目遣いに見上げる体勢となった。彼女は怯えたように、さっと手を引っ込める。

「触られるの、……嫌ですか？」

　悲しそうな顔をされて、ランベルトの胸が痛む。

「いや。……なんだか昨日から調子が狂うな。君は昨晩、俺にされたことの意味を本当にわかっているのか？」

「聖女ではなくしてくださったのですよね？」

「それはそうだが！　犯されたのだぞ？　君の処女を奪ったんだ。嫌だろう、怖いだろう、普通、女性ならば！」

　だが、あまりクラリーチェには響いていないようだった。ランベルトは頭を掻きむしる。頭を占めるのは後悔だ。抱くなら抱くで、もっと時間をかければよかった。

（いや、だが、時間をかけたところで同じことか？）

「あの、でも、その。……私は、怖いよりもうれしかったです」

　途端にランベルトの顔が赤くなる。

「私、人に触られることってほとんどなかったんです。大きな声を出すのも許されてませんでした。ランベルト様は私に、声を出してもいいとおっしゃいました。私は、自分のすべてを受け入れてもらえたような気がして、うれしかったのです」

　彼女の返答はあまりにも素直だ。だがそれは、ひな鳥が親鳥に懐く感覚に近いだろう。彼女を許容した自分に、ひな鳥のそれのように好意を示しているだけだ。自分はそこにつけこんでしまった卑怯者だというわけだ。

「俺の認識は間違っていないな。君は年齢よりも思考が幼い。まるでなにも知らない子供に手を出してしまったんだな、俺は」

　考えれば、どうしようもなく落ち込む。卑劣な行為と承知でやったことだが、受け入れられてなお、罪悪感に苛まれるとは思わなかった。

「なんか……すみません」

「謝るな！　謝らなければならないのはこっちのほうなのに」

　ランベルトが頭を掻きむしり、はあ、とため息をつく。

「なんで俺ばかりが怒っているんだ。おかしいだろう」

「そうですね。私も困ります」

　眉尻を下げた顔は、本当に困り切っていた。こうして表情が変わる彼女はとてもかわいらしい。

　ふいに彼女がほほ笑んだので、じっと見ていると、「やっと笑ってくれた」とクラリーチェがホッとしたように言う。どうやら、自分は今、笑っているらしい。

「……君がそう言うのなら、俺も気にするのはやめよう。だが、他の男に昨日のような行為を許してはいけない。されそうになったら、ちゃんと抵抗するんだぞ」

「はい」

　自分が無意識に発したセリフに、やや独占欲を感じながらも、ランベルトは話をまとめた。

　クラリーチェはホッとしたように笑顔になる。

「私、これでもう、聖女じゃないんですよね？　もう蘇生をしなくてもいいんですよね」

　不穏なセリフに、ランベルトのほうが眉を寄せた。

「君は、蘇生をするのが嫌だったのか？」

「嫌というか……。望まれたからしていました。蘇生をしなければ神殿に私の居場所はありませんし。ただ……」

　彼女は言いにくそうに口ごもる。ランベルトにもだんだんわかってきた。彼女はおそらく、言葉をあまり知らない。自分の感情を、自分の置かれた立場を正しく言語化することができないし、現状を正しく認識するだけの知識に欠けているのだ。

　ランベルトは表情を改め、真剣に彼女の話を聞こうと思った。

「君のことを、教えてくれないか。そうだな。聖女と呼ばれるようになる前と、なった後のことを」

「……私のこと、ですか？」

　彼女は目を丸くする。とても不思議そうな表情だ。それだけで、誰も彼女の過去に興味を持たなかったのだとわかる。

「知りたいですか？　本当に」

「ああ。聞きたい、クラリーチェ。君のことを」

　クラリーチェは、顔を真っ赤にして黙りこくった。それは今までの彼女にはなかった表情だ。

「おもしろい話ではないのですけど……」

　そして彼女は、記憶をたどりながら言葉を探した。遠い少女の日、教皇に見出された日のことを。
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　捨て子だったクラリーチェは、生まれてすぐから孤児院に預けられた。リシィ島には近隣国から多くの捨て子が送られてくる。捨てられた子供たちは、いずれは神殿で働けるようにと、孤児院で教育を受けるのだ。

　七歳をすぎると、男女共に神殿に赴き、ゲルドの石碑の文言を教えられる。ここで癒しの力を習得できた者は、司祭見習いやシスター見習いになるのだ。習得できなければ、この島での生き方はぐっと辛いものとなる。多くは神殿のために働く下働きや農夫になり、安い賃金で一生を終えるのだ。それが嫌でこの島を出ていく者もいるが、まともな戸籍もない人間が、他国で生きていくのは非常に困難だった。

　クラリーチェは、癒しの力を習得できなかった子供だ。他の子どもと比べて、体力もなく体も弱い。孤児同士の中でも人間が集まれば強弱関係は生まれるものだが、クラリーチェは、あきらかに弱いほうの種だった。彼女は、役立たずと言われ、孤児院の中でも虐げられるようになっていた。

　転機が訪れたのは彼女が八歳のときだ。

　定期視察で孤児院を訪れた教皇ユリシーズが、クラリーチェを別室に引き入れたのだ。

『この言葉を覚えてごらん。そして丁寧に唱えるんだ』

　渡された紙には、長い文言が書かれていた。八歳のクラリーチェには意味もわからない難しい言葉ばかりだ。繰り返し練習させられ、間違わずに言えるようになると、教皇は幼いクラリーチェの前にネズミの死体を転がした。

『キャッ』

『この子に向かって言うんだよ』

　怯えるクラリーチェを前に、教皇はほほ笑みながら言う。クラリーチェはぞくりとした。まるで、心臓を直接掴まれたような感覚がしたのだ。

　彼女は、震えながらも呪文を一文字も間違えずに読んだ。読み終えると体から力が抜けていく感覚があった。しかし、倒れるほどでもなく、それよりも驚くべきことが起こって、意識はそちらに奪われた。

　死んでいたと思われたネズミが、ぱちりと目を開けて動き出したのだ。

『動いた……？』

『思ったとおりだ、クラリーチェ。君は聖女なのだよ。蘇生の力を持つ、奇跡の子だ』

　クラリーチェは驚いた。なんの能力もない。すべて人よりも劣っていると思っていた自分に、そんな能力があったなんて。

　そのまますぐに、クラリーチェは神殿に迎え入れられた。孤児院では数名の子供でひとつの部屋を使っていたのに、ひとりの部屋を与えられた。更に教皇はクラリーチェの体の虚弱さを心配して、下働きのするような仕事はしなくていいと言ってくれたのだ。

　クラリーチェはうれしかった。まるでお姫様にでもなったようだと思った。

　だが、神殿にいるうちに、クラリーチェは自分の力に疑問を抱くようになった。彼女は、蘇生はできた。けれど、治癒の力は全くなかったのだ。

　死んだ人間を蘇らせることができたが、死亡の原因となった病気や怪我は治せない。すぐに他のシスターに癒しを頼んだが、彼女たちの力も万能ではない。生き返った人間の大半は、根本的な原因を取り除くことができずに、すぐに二度目の死を迎えることとなった。

　不完全な蘇生の力に、クラリーチェは落ち込んだ。中途半端な力など、なんの役にも立たない。やはり自分は役立たずだと。

　落ち込む彼女を救ってくれたのは、やはり教皇だった。

『それでも、死者と最後の別れができなかった者、思い残しがあった者は、言葉を交わせただけで救われた気持ちになるだろう。彼等にとっては、君は聖女じゃないかな』

　クラリーチェはその言葉がうれしかった。だからすべて教皇に任せたのだ。この力をうまく使ってくれるなら、彼に従おうと思った。

　クラリーチェの蘇生対象者はユリシーズが決めていた。同席する親族は身なりの整った人が多いとは思っていたが、多額の寄付金が求められていることは長らく知らなかった。

　知ったのは、三年前。見たこともない軍服の兵士に、なじられたときだ。

　彼はクラリーチェを、嫌悪の目で見ていた。

　教皇に問い詰めても、『神殿の維持に使っているだけだ』と返される。実際、クラリーチェも他のシスターも贅沢などしていない。だから、それで納得した。

　だがその後、クラリーチェの部屋は、神殿の一室から見張り塔の最上階へと移された。扉には外から鍵をかけられるようになり、蘇生に赴く時間帯は、まるで人払いをされているかのように、誰とも廊下ですれ違わなくなった。クラリーチェは人と会うことがほとんどなくなってしまったのだ。

　教皇はそれを、クラリーチェの安全のためだと言った。一般客と遭遇して、君が傷つけられてはいけないから、と。

　疑問は数多くあった。自分は軟禁されているのかもしれない。蘇生は金儲けのために使われているのかもしれない。そもそも、この蘇生が、本当に人を救っているのかもわからない。

　けれど、それを追求する気力は、当時のクラリーチェにはなかった。同じことを繰り返す毎日に、彼女の思考力は死にかけていた。疑問に感じるといった心の動きは心が健康じゃなければできないのだ。
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　クラリーチェは、ゆっくり、言葉を探しながら話した。ランベルトは急かすでもなく、話を聞いてくれた。言葉が詰まれば背中を撫で、クラリーチェが話し出すのを、じっと見つめて待ってくれる。

（背中、温かいな。ランベルト様はいつも温かい）

　クラリーチェはうれしかった。ランベルトがくれる優しさは、教皇やシスターから与えられるそれとは質が違うように思える。

　先ほどは怒っていたようだったが、あれはクラリーチェの代わりに怒ってくれているのだ、と思う。

（自分で自分に怒っていらっしゃったんだわ。……まっすぐな人。私は全然嫌なんかじゃなかったのに）

　ランベルトは、クラリーチェの心を優しく温めてくれるのだ。だから彼に対してはいろんな話を聞いてほしいという衝動にかられる。

　クラリーチェはスプーンを置くと、手を合わせた。

「すみません。食事はもう……」

「ああ、下げさせよう」

　ランベルトが侍女を呼び出し、お茶だけを残して下げるよう言いつけた。

　侍女にクラリーチェのことをどのように伝えているのかはわからないが、ふたりが並んで話しているのをほほえましそうに眺めながら、侍女は手早く片付けて部屋を出て行く。

　再びふたりきりになり、クラリーチェは話を続けた。

「私にとって、聖女でいることは神殿で暮らすために必要なことでした。本来、神殿には癒しの力を持つ者しか暮らせないのです。教皇様が蘇生の力を見出してくれなければ、孤児院を出てから、どこかで野垂れ死んでいたでしょう。だから、この力に感謝はしています。でも……」

「でも？」

　ためらいがちにぼそりと言えば、ランベルトは聞き漏らさずに聞き返してきた。

「結局、誰も助けられないことは辛かったです。蘇生を望む遺族の多くが、遺産を受け取るための書類を準備してくるんです。再会を喜ぶより先に、サインをねだる姿を見れば、私の蘇生が、本当に人を救っているとはとても思えなくて」

　それでも、生きるために続けるしかなかった。神殿を出て生きる勇気も体力も知力も、なにひとつクラリーチェは持っていなかったから。

「……だから、聖女の資格をなくすと言われて、私はとても、……安心したんです」

「そうか」

　クラリーチェの淡い金髪を、ランベルトは遊ぶように指に絡ませた。耳もとの髪が、彼女の顎をくすぐるように揺れる。自分ではない誰かにこんな風に髪を揺らされる。それが、クラリーチェには妙に新鮮なことに思えた。ごつごつとしたランベルトの指は、クラリーチェのものとは全然違う。

（この指が、私の肌に触れた……）

　クラリーチェは今更ながらに恥ずかしくなってきた。自分のものではない大きな手。自分では引き出せない感覚を呼び覚ますそれ。もう一度触れられたいという願いが浮かんで、ぶんぶんと頭を振って追い出す。

（私、なんていやらしいの……！）

　彼の手を近くに感じているだけで、喉が鳴りそうだ。もっと近くで体温を感じていたいと思ってしまう。

　クラリーチェは、彼に身を寄せ、腕のあたりに頭を擦り付けた。人肌が、こんなに心を安らげたり、ドキドキさせたりするものなのだとは知らなかったが、知ってしまったら今度は欲が出てきた。

　しかし、彼はふっと距離をとると、子供に言い聞かせるように、頭を撫でながら言う。

「君が聖女となった経緯はわかった。辛いことを話させたな。しばらくはここでゆっくり過ごしてほしい。可能ならば、君をこの国で暮らせるようにしよう」

　ランベルトは低い声でそう言い、立ち上がった。

「ああ、そういえば、欲しいものはないか？　ただここにいるのも退屈だろう」

　クラリーチェはきょとんとする。欲しいもの。そんなこと、問われたのは初めてだ。

「なんだ？　なにかあるだろう。砦からは出してやれないから、室内でできることに限るがな。服でも宝石でも本でも、なんでも欲しいものを言えばいい」

「服……は、これで十分ですし、宝石などいりません。本……本は読みたいですが、私、あまり文字をたくさん知らないのです」

「そうか。あの島には学校などないのか」

　ランベルトは考えるような仕草をする。クラリーチェは慌てて叫んだ。

「あ！　仕事！　私、仕事が欲しいです。蘇生以外をしたことが無いので、あまり役には立たないかもしれませんが」

　するとランベルトは優しくほほ笑んだ。

「君に必要なことは仕事よりもまず知識だろう。教師を用意する。一般的な知識を学ぶといい」

「……勉強、させてもらえるんですか？」

「なぜ驚く？」

　問い返されて、ランベルトは釈然としない。イデリア国は教育には力を入れている国だ。身分がどうであろうが、身寄りがいようがいまいが、十三歳までに最低限の教育があたえられる。

「私は、孤児院育ちでして。……文字の読み書きくらいしか教わらなかったものですから」

「文字が読めればある程度の知識は入るだろう。新聞を読めば世情もわかる」

「新聞とはなんですか？」

　リシィ島が神殿しかない島だったことを思い出し、ランベルトは口ごもった。

「悪い。あの島ならば新聞はないだろうな」

「本も、あまり数が無かったのです」

「そうか。ではまずは、幼子向けの教材を用意させよう」

　クラリーチェが安心してほほ笑むと、彼はクラリーチェの髪をくしゃくしゃとかき混ぜた。

「リーチェ」

「え？」

「今日から、君をリーチェと呼ぶ。もう聖女ではない証拠に、クラリーチェという名は捨て、リーチェとして生きるんだ」

　名前をもらった。それがクラリーチェはとてもうれしかった。胸の前で両手を合わせ、新しい名前を宝物のように抱きしめる。

「私は、リーチェになるんですね」

「ああ。喜んでくれるならよかった」

　ランベルトはほほ笑んで、部屋を出ていった。






　ランベルトが出ていった後、クラリーチェは、急に寂しくなって、自分の体をギュッと抱きしめた。

　下腹部を襲う痛みが、昨晩の行為が夢ではないことを教えてくれるが、きっとあれは、一度限りのものなのだろう。彼は後悔しているようだったし、先ほども近づけばそっけなく離れていった。

（……もう触ってはもらえないのかしら）

　そう思えば寂しい。彼の言葉を借りるならば、自分は〝犯された〟のだ。なのに、恐怖ひとつ感じなかった。今の彼女に訪れた感情は、役目から解放された安堵と彼への思慕だった。

（私、おかしいのかな。考えても、わからない……）

　クラリーチェは、途方に暮れ、起きたばかりなのにベッドに寝転んだ。お腹がいっぱいだからか、すぐに眠気が訪れ、再び眠りの淵に落ちていった。
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　ランベルトの執務室では、アーチーが神妙な顔をして待っていた。

「まずは、お勤めご苦労様でした」

「なんだ？　いきなり」

「聖女のことです。女嫌いなランベルト様には苦行だったでしょうと思いまして」

「誰が女嫌いだ」

　ランベルトは不機嫌を隠さず言う。別に女嫌いなわけではない。ここ数年女っ気が無かったのは、エプデとの戦争が頻繁に勃発し、国内情勢が落ち着かなかったからだ。それに、ランベルトはどうにも男女の駆け引きが苦手だ。王宮に集まる令嬢たちの探り合うような会話には辟易してしまう。

「で、どうでした？　聖女のお味は」

「……下世話な質問をするな。目的は果たした。それで十分だろう。彼女の正体は誰にも明かすな。しばらくはここで過ごさせるが、いずれは戸籍を用意し、一市民として暮らせるよう支援するつもりだ」

　侍女や兵士たちの間では、堅物のランベルトが女性を連れてきたと大騒ぎになっている。

　アーチーが侍女に、避妊目的の薬湯を飲ませるよう指示を出したことにより、昨晩そういった行為が行われたのは知れ渡っており、一夜の遊び相手となるのか、愛妾として留めおくのかと賭けている者もいるらしい。

「へぇ。愛妾にするんじゃないんですか？」

「これ以上、女性を侮辱するようなことを言うと許さんぞ」

　じろりと睨むと、アーチーは口を噤んだ。

「それより、聖女の不在について、リシィ島で反応があったか？」

「まだ報告は入っていませんね。夜も明けて、今頃気づいて大騒ぎになっているんじゃありませんか？」

「こちらに捜索が及ぶようなら、早めに手を打たねばならないしな」

「まあ、聖女が見つからない限りは大丈夫でしょう。我々が攫った証拠などありませんし、こちらは知らぬ存ぜぬを通せばいいだけです。そのためにも、彼女にはしばらく、ここで隠れていてもらうしかありませんね」

「うむ」

　アーチー以外の砦の人間には、まだクラリーチェの名を明かしていない。『お嬢様』と呼んで余計な詮索はするなと伝えてあった。だが、彼女の様子を見て、ランベルトはなるべく普通に過ごさせたいと思うようになった。

「彼女にはリーチェという名を与えた。今後はその名で呼ぶように、周りの者にも伝えてくれ。あと、ひとり、専属で世話をする侍女もつけてやってくれ。できるだけ口の堅い者がいいな。教師もだ」

「教育を施すんですか？」

「軟禁期間になにもしないのも暇だろう。この国で暮らさせるのならば、基本的な学力はないと困るだろうし、手に職もつけてやらなければ。彼女の能力を奪ったのはこちらなのだから、対価を用意するのは当然のことだ」

　対価ならば金で払えばいいと、アーチーは思う。それが一番手っ取り早い方法だからだ。

　その後、彼女が身を持ち崩そうがどうしようが、こちらには責任が無くなる。

（……ランベルト様は正義感が強すぎるのだ）

　知識をつければ、聖女は自分にされたことの真の意味に気づくだろう。蘇生の能力がどれほど価値のあるものかを聖女が知ったら、当然、ランベルトは恨まれる。ましてそれを暴露されてしまえば、立場が悪くなるのはイデリア国だ。

（手放すのならば、聖女は殺さなければならないな）

　アーチーはランベルトの話に笑顔で相槌を打ちながら、物騒なことを考えていた。

　彼にとって一番重要なのは、自国の平和と仕える主人の幸福なのだ。
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　神殿がクラリーチェの不在に気づいたのは、シスターが朝食を持って行ったときだ。鍵が針金のようなもので開けられていて、中にいるはずの彼女の姿が跡形もなかった。ベッドが冷たく、不在になってからずいぶんと時間が経っていることを確認したシスターは、教皇へと報告した。

「クラリーチェがひとりで脱出などできるわけがない。いないのならば賊が入ったのだ。不審人物を見た者はいないのか？」

　リシィ島には、次々に負傷兵が運ばれてきて、ある程度動けるようになると帰って行く。人の入れ替わりが激しいので、不審者を判別することは難しかった。

　救護院にいたシスターはずっと起きていたし、神殿にいた司祭も夜回りはしていたが、見張り塔に向かう人物は目撃していないという。

　やがて、島の船着き場の管理をしている男から、女性の衣服が流れ着いたとの連絡が入る。

　ユリシーズは確認のため、それを一室に並べさせた。たしかに、神殿のシスターが皆着ている夜着だ。破られた形跡があり、暴漢による犯行とも思われた。

「普通、賊は見張り塔など狙わない。金品目的なら神殿に入るだろう。それでも見張り塔に……しかも、人目につかないほどの短時間でそこに向かったならば、目的物がそこにあると知っていた人物の犯行だ。賊の目的がクラリーチェだとして、どうやって彼女が見張り塔にいると知ったのか……」

　彼女が見張り塔にいると知っているのは、神殿でも一部の者だけだ。

　ユリシーズは、下働きの男たちにも聞き込みをしたが、芳しい結果は得られない。

「とにかく、なにか賊の手掛かりがないか探せ。島をくまなく調べ上げるのだ」






　一時間ほどして、見つかったのは、神殿の裏にある木に残された、ロープ跡だ。

（侵入者はこの崖を登ってきたのか？　であれば、ただのコソ泥ではあるまい。しっかりと鍛錬を積んだ人間だ）

　ユリシーズは、とりあえず救護院にいる兵士たちに知られぬよう、神殿関係者に緘口令かんこうれいを敷く。シスターたちにも、なにもなかったように救護院に勤めるよう指示を出し、今日の蘇生予定者の親族には、聖女の体調不良でできなくなったと伝えることにした。

「ふう……」

　ユリシーズはひとり部屋に戻り、考えた。

　彼女を攫う人間がいるとは思わなかった。聖女と言えば、神の娘だ。それを攫うことは神を冒涜する行為だ。信者がそんなことをするとは思えない。

（であれば他国の者。だがエプデ国ではないだろう。支援している神殿の力を削ぎ落していいことなどなにもない。であれば、イデリア。崖を登れるということは兵士か）

　イデリア国は大国で、これまでのエプデとの戦争も、小虫がたかってきただけのこととばかりに撃退するにとどめていた。小競り合いのような戦争は何度も起こったが、負けたエプデが侵略されるようなことはなかった。しかし今回の大砲の威力に脅威を抱いたのだろう。

（こちらがエプデに支援していることが知られたのかもしれんな）

　だから、資金源であるクラリーチェが狙われたと考えれば、つじつまは合う。

（だが、こちらの目的はバレてはいまい）

　ユリシーズの目的は、国土を得ることだ。このまま、後ろ盾もない状態で細々と信仰を守るなんてごめんだ。ゲルド教にかつての勢力を取り戻したい。そのために、彼は宗教を基盤とした国──神聖国を作りたかった。

　それには、リシィ島などという狭い孤島では駄目なのだ。まずはエプデ国を取り込み、事実上の支配権を得る。そして、イデリアを滅ぼし、両国の国土とリシィ島を合わせ、大国を作るのだ。

（イデリアに攫われたのなら、好都合かもしれない。殺されていたにせよ、証拠を掴めれば、イデリア国を糾弾する理由が得られ、優位に立てる）

　ユリシーズは考えをまとめ、ハンドベルを鳴らす。

「……アシュトンとマークを呼んでくれ」

　シスターに頼むと、ふたりの使用人がやってくる。彼等は、癒しの力を得られなかった男たちだが、ユリシーズの個人的な使用人として雇われている。クラリーチェ同様、生きる理由を彼に与えられたふたりは、教皇の命には絶対服従である。

「クラリーチェが攫われた証拠が欲しい。生きているのか死んでいるのかも含めて、調べて欲しいのだ。怪しいのはイデリア国。崖を登れるだけの能力があると思えば、一般人ではあるまい。ここから一番近い南の砦にいる者が怪しいだろうな」

「かしこまりました」

　ふたりはそろって返事をし、去っていく。

　人がいなくなった部屋で、ユリシーズはさらに思考を巡らせた。

　エプデ国へ支援した大砲は完成したものの、弾は特殊なもので作るには大金が必要だ。まだまだ、〝聖女〟には利用価値がある。

　もし、クラリーチェがもう使えないのならば、次なる聖女を探さなければならない。

「……孤児院に行こう」

　ユリシーズはそうつぶやくと、静かに部屋を出た。

















失われたはずの力












　数日後、ひとりの女性教師がクラリーチェのもとを訪れた。眼鏡をかけ、髪を高い位置で結い上げた、四十代のはきはきと話す女性だ。

「エルダと申します。リーチェ様。どうぞよろしくお願いいたします」

　彼女は、簡単な質問と軽いテストをして、クラリーチェの学力や体力を測定した。

「ファーストスクールの中学年程度の学力ですね。体力のほうはもっとひどいですね。日常生活を普通に送るのも難しそうですが」

「すみません。もともと体が弱くて……」

「謝ることはありませんよ。そのために私が呼ばれたのですから」

　エルダは胸を張って請け負うと、午後には一日のスケジュールを提示してきた。

「起きたらまず、軽い体操。朝食を挟んで勉強時間。昼食後は自由時間。余裕があれば運動。勉強時間。夕飯……」

　これまで、蘇生をする以外は、部屋に閉じ込められていたクラリーチェにとって、一日の予定がこんなに詰まっているなど、信じられないことだ。

「私に、できるかしら」

「最初から完璧は求めていません」

　眼鏡の奥のまなざしは力強い。クラリーチェはこれまで、女性とは命じられたことをするだけのものだと思っていた。神殿のシスターも自分もそうだったから。だがこの国の女性はこんな風に自立しているのだ。

　もちろん国が違うのだから、常識が違うと言われればそれまでだが、いかに今までの自分が空っぽだったかに気づかされる。

　クラリーチェはずっと、言われた通りに暮らしてきたのだ。孤児院にいたときは、水汲みや掃除など、生活のために他の子どもたちと共に働かされた。すぐ倒れてしまうクラリーチェはずるいと言われ、寝ているだけなら食事などいらないだろうと一食を抜かれることもあったが、そういうものだと受け入れてきた。

　神殿での暮らしもそうだ。見張り塔の部屋に閉じ込められたことも、仕方がないのだと受け入れてきた。排泄設備がある部屋だったし、食事は運ばれてきて、入浴は決められた時間にシスターが迎えに来てくれた。だから、世話をしてもらっているのだと思い込んでいた。

　でも今にして考えれば、クラリーチェは間違いなく、軟禁されていた。

　閉じ込めていると公言しているランベルトのほうが、余程自由にさせてくれる。砦の中ならば移動してもいいと言うし、やりたいことの希望も聞いてもらえる。

（これが正しいとすれば、神殿での私の扱いは……教皇様の言いなりになるのはおかしなことだったんだ）

　どんどん委縮させられて、言いたいことのひとつも言えなかった。

（ここで学べば、私も、先生みたいになれるかしら）

「よろしくお願いします」

　それはクラリーチェが初めて持った、未来への希望だった。

　そして翌日から、カリキュラムに沿った一日が始まった。

　だが、体力の無いクラリーチェは、朝の体操だけで疲れてしまい、勉強中にうとうとしてしまう。なんとか午後の運動まで済ませ、倒れ込んだクラリーチェの枕もとに、エルダは本を一冊置いた。まだ子供向けの本だ。

「午後の勉強時間は読書にしましょう。初日から無理をしても続きませんから」

「ありがとうございます」

　エルダがくれる気遣いがうれしかった。孤児院では、倒れた時点で役立たず扱いだったから。

　まわりが優しいのは、自分がランベルトの客人扱いになっているからだろう。ランベルトが気遣ってくれるから、周りの人間もクラリーチェに優しくしてくれるのだ。

（私も早く、彼の役に立てるようになりたい）

　クラリーチェは早くいろいろなことを覚えたかった。ランベルトが自分に与えてくれたものを、少しでも返したかったのだ。
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　ランベルトの執務室では、アーチーが難しい顔でたたずんでいた。

「神殿側が動きだしています。何人か、金で雇われた内偵者がいるようです。砦の者には情報を漏らすなと伝えてはありますが」

「聖女を攫ったのが我が国だと、わかっているのだな」

「最初からエプデ国は疑っていないようですね。やはり、あちらの国とは繋がっているとみて間違いないかと」

　アーチーの報告に、ランベルトは眉を顰める。

　素直に聖女が死んだと思ってくれればなによりだったが、そううまくはいかないらしい。

　証拠を掴まれれば──彼女がここにいるという事実が知られれば、イデリア国の立場が悪くなる。それに対抗するには、彼女が神殿に虐げられていた証拠があればいい。

　彼女の話を聞いている限り、神殿での扱いは軟禁だ。その証拠さえ掴めれば、ランベルトは囚われた聖女を救い出したのだと主張することができるだろう。

「こちらからも、偵察兵を出そう。神殿が、エプデと繋がっている証拠が欲しい。それと、神殿の聖女の扱いについてもだな」

　ランベルトは迷いもなくそう言う。だが、アーチーは少し不満そうだ。

「……あくまで、聖女を守るとおっしゃるのですか？　見つかる前に彼女を殺してしまえばいいじゃないですか」

「罪もない人間を殺せるか」

「あの聖女が生かした兵士たちのせいで、我が国の罪もない兵が死んだとしてもですか？」

　ランベルトは眉間に皺をよせ、黙り込んだ。

　アーチーも黙り込み、しばらくは気まずい時間となった。
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　クラリーチェが砦で暮らすようになってから、二週間が経った。

「では今日のお勉強はここまでです。午後は侍女を連れて散歩にも行ってくださいね」

　午前中は、イデリア国の常識やファーストスクールの授業内容を教わっている。パンパンに詰め込まれた頭を整理するのと、もともと無い体力を補うため、クラリーチェは昼食後、短い昼寝時間をとることにしていた。

　浅い眠りから目覚めたクラリーチェは、ハンドベルを鳴らし、侍女を呼ぶ。

　侍女の名前はリサという。年下だが、世間知らずのクラリーチェに比べてずっとしっかりしていた。

「お呼びですか。リーチェ様」

「リサさん、散歩に行きたいんですが、いいですか？」

「はい。ただいま準備してまいります」

　リサは、白いローブを持って戻ってきた。

　クラリーチェの淡い金髪は、とても目立つらしい。それを隠すために、顔の周りまで隠れる深いフードのローブが用意されている。部屋から出るときは必ず身に着けるようにと、ランベルトから厳命されているのだ。

　クラリーチェは体力が無く、そもそも長い距離が歩けない。この二週間の間に、少しずつ足を延ばし、ようやく砦の中を大体見終えたところだ。

「今日は庭に出てみましょうか」

「いいの？」

「はい。砦内ならばいいと言われていますので、塀の中ならば大丈夫です。ここは砦ですので、庭園などはありませんが、野菜を育てているんですよ」

　リサに促され、クラリーチェは久しぶりに外へと足を踏み出した。

　窓から入ってくるのと同じ、清々しい空気が全身を包む。鳥のさえずり、鮮やかな緑、刺すような日光。不思議と景色がキラキラしているように思えた。

　まだイデリア国の強い日差しには慣れないが、外にいるのは気持ちが良かった。

「すごく眩しいわね。綺麗」

「リーチェ様、こちらです」

　リサはいちいち感動するクラリーチェを不思議そうに眺めながら、畑までの道を案内した。

「これが畑？」

　菜園は、柵で囲われていた。いくつも畝うねがあり、等間隔に葉が顔を出している。

「見てもいいの？」

「ええ」

　リサは柵の中に入り、畑の管理者に了解をとってから、クラリーチェを中に招き入れた。

「こちらはズッキーニの苗ですね。こっちはパプリカ」

　教えられる野菜の名を、ひとつひとつ頭に刻む。これが調理されて、いつも出される食事になるのかと思うと感慨深い。

「私にも、育てられるかしら」

「うーん、リーチェ様には難しいかと。散歩だけでお疲れになってしまうでしょう。もう少し体力をつけないと」

「そうね」

　やはりここでも役立たずだ。しょんぼりとしたまましゃがんで土を触っていると、リサが慰めてくれる。

「リーチェ様は、ランベルト様の大事な客人と伺っております。ここにいてくださるだけで、十分なのですわ」

「……そうかしら」

　交代で身の回りの世話をしてくれる侍女に聞いてもそう言われるが、クラリーチェはなんの仕事も与えられないことがとても気になる。

　役に立たなければ捨てられる。それは、クラリーチェの中に根深く残る感情だ。

　孤児院では、仕事をしなければ置いてもらえない。神殿にも、蘇生ができたから置いてもらえたのだ。

　でも、ここにいるためには……。

（ランベルト様は、ここにいるために聖女じゃなくすと言ったのだから、蘇生はできないほうがいいのよね）

　あれ以来、力を使っていない。そもそも使う状況にないので、本当にできなくなったのか確認する方法もなかった。

（蘇生じゃなくて、私がここで役に立つための力が欲しいな）

　考えていたら、思いのほか時間が経っていたようだ。

　立ち上がろうとしたら、頭がくらくらとして、目の前が真っ暗になる。

「あっ、リーチェ様！」

　長く日にあたりすぎたせいだろう。そのままクラリーチェは倒れてしまった。

　しばらく畑の散策はお預けとなり、クラリーチェはますます落ち込むこととなった。






　さらに一週間経ったある日、クラリーチェはひとりでこっそり部屋を抜け出した。

（私にできそうな仕事がないか探してみよう）

　侍女たちに聞いてもなにもないと言われるのはもうわかった。だとすれば、自分で探すしかない。

　ローブをかぶり、部屋の外に出る。ところが、砦には潤沢に使用人が配備されていて、どこもかしこもピカピカに磨かれている。

（私にできることなんて、掃除くらいしかないのに）

　メイドたちが、ひとりで歩くクラリーチェを不思議そうに見つめるが、話しかけてまでは来ない。

（ここも綺麗。私の出る幕なんてなさそう……）

　砦の中に仕事はないと判断し、今度は外に出る。リサと歩いているときは、気づかなかったが、ひとりだと兵士たちから妙に視線が注がれることが気になった。

（私、ランベルト様の愛人だと思われているんだっけ）

　だとすれば、好奇の視線を向けられるのも仕方ないのかもしれない。それにあながち間違いでもない。彼は不本意だったかもしれないが、一度は体を繋いだ間柄だ。

　畑のほうへと向かうクラリーチェを、呼び止める声があった。

「なにをなさっておいでですか？」

　近づいてきたのは、童顔で優しそうな顔をした青年だ。どことなく見覚えのある気がして、クラリーチェはじっと彼を見つめる。

「私はアーチー。ランベルト様の側近です。リーチェ様」

　クラリーチェはたじろぎながらも、無言でぺこりと頭を下げる。彼は愛想がいいのに、なぜだかとても冷たい空気を感じるのだ。

「散歩ですか？」

「なにか仕事がないかと思って……」

「仕事？」

　アーチーは不思議そうな顔をしている。

「あなたの仕事は、ランベルト様を癒すことでは？　その体で」

　クラリーチェはびくりと体を震わせ、彼から感じる居心地の悪い空気の正体を知る。彼は愛人として囲われているクラリーチェを軽蔑しているのだ。かつて、孤児院で向けられてきた役立たずへの侮蔑とよく似ている。

　急に恐怖を感じ、クラリーチェは後ずさる。

「せっかく守ってくださると言うんです。おとなしく守られていてはどうですか。あなたが動き回って余計なトラブルを起こされると困るんですよ」

「す、……すみません」

「わかったら、とっととお部屋にお戻りください」

　ほほ笑みながら繰り出される言葉は辛辣で、クラリーチェは気おされてしまった。

「ごめんなさい」とだけ告げて、その場を走って逃げ出した。

　けれど、散策だけでも精いっぱいだったクラリーチェは、すぐに息を切らして立ち止まった。

「はあ、はあ」

　建物の壁に寄りかかり、息を整える。部屋に戻るつもりが、動転して砦の裏側に来てしまったようだ。

（草がぼうぼうね。ここの草をむしれば、少しは役に立つかしら……）

　けれど、先ほどのアーチーの視線が絡みつくようで、クラリーチェは自分がどう動いていいかわからなくなった。しゃがみこんで草を掴んだものの、でるのはため息だけだ。

（でも、これも余計なこと……？　だったら私、なにをすればいいのかしら。どうしたらここにいていいって思ってもらえる？）

　やるせない悲しみが、全身を包む。結局、クラリーチェはずっと、自分の居場所を求めているのだ。

（誰かに必要とされたい。ここにいていいって言ってほしい。誰かの役に立ちたい）

　今のままでは、ここにいていいのかわからない。いつ捨てられるかわからないのが、怖くてたまらない。

　ジワリと涙がにじんだ。これではますます部屋には戻れない。クラリーチェはここでひとしきり泣いて、スッキリしてから戻ろうと決める。

　やがて、クラリーチェの耳に小さな獣の声が届いた。

「……にぃ」

「今の声、なにかしら」

　声の主は、茂った草むらの陰にいた。黒い塊で、持ち上げれば、まだ温かい。ずっと震え続けているが、力が入らないのか、抵抗する様子はない。

「……猫だわ」

　猫はずいぶん衰弱していた。ずっとプルプル震えているのに、逃げ出すようなそぶりはない。

「にぃ……」

　力ない声が気になり、猫の体をじっくり見ると、怪我をしているようだった。お腹の脇から出ていた血が、毛にこびりついている。

「助けなきゃ」

　クラリーチェは、癒しの力は使えないし、手当ての方法もわからない。オロオロとした揚げ句、ローブを脱ぎ、そこに猫を包んで部屋に連れて帰ることにした。きっとリサなら、なんとかしてくれるだろうと信じて。

　半泣きで包みを抱えて走るクラリーチェは、ひどく目立った。

　砦の人間は、普段はローブでその姿を隠していたランベルトの愛人を見て目を瞠みはる。月明かりのような淡く美しい金髪に、はかなげな美貌。食事をとるようになり、頬肉がついてきたクラリーチェは、本来の美しさを取り戻していた。

（なんか、見られてる……？）

　クラリーチェは、動転していて、部屋の外に出るときはローブをかぶれと言ったランベルトの指示をすっかり忘れていた。

　正面から、騎士たちの間をかき分けるようにリサが姿を見せる。

「リーチェ様！　どこに行っていたんですか！」

「あっ……リサさん！　お願い……」

　この子を助けて、と言い切る前に猫がモゾモゾと動いた。

「……に」

　猫の声はか細く、そしてうっすらと開いていた目が閉じられる。

　途端に、暗く嫌な感覚がクラリーチェを襲った。長く死体と対峙してきたクラリーチェは、死の気配のようなものがわかるのだ。

「猫ちゃん？　起きて」

　だが猫の反応は、もうなかった。先ほどまで小刻みに震えていた体もピクリとも動かない。クラリーチェから血の気が失われる。猫からは、もう命の力が感じられなかった。

　クラリーチェは立ち止まり、その場にしゃがみこんだ。

「起きて。お願い、起きて」

　抜け落ちた魂は、どこへ行ってしまうのか。猫の体はまだ温かいのに、命の光が消えているのがわかる。

「駄目、お願い……。死なないで」

　クラリーチェはとにかく願った。ここが廊下の真ん中であることも、多くの人目があることも忘れて。

　彼女の淡い金髪が静電気でも帯びたようにふわりと浮かび、手もとから光が放たれる。その光は猫の中に入ったかと思うと、猫は耳を小さく動かした。

「……にぃ」

「猫ちゃん……」

　生き返った。安堵と共に恐怖がクラリーチェを襲う。蘇生の呪文など告げていないのに。ただ悲しくて生き返ってほしいと願っただけなのに。

「……どうして？」

　聖女としての能力を失っていなかったことに恐れが湧く。

（どうしよう。これをランベルト様に知られてしまったら）

　──追い出される！

　クラリーチェは血の気が引いた。そのときだ。

「なにをしている」

　投げかけられたのは、ランベルトの冷たい声だ。

　クラリーチェは心臓が止まりそうになった。

















戦況の悪化












　クラリーチェは猫ごとランベルトに抱き上げられた。彼の表情は固く、周りにいた騎士たちが怯えたように、彼の動きに合わせて廊下の両側に避けた。

　王者の風格で、ランベルトはゆっくりと騎士たちが見守る廊下を歩いていく。

　部屋に連れていかれると、無言のまま乱暴にベッドに落とされた。腕の中の猫は悲鳴を上げて、ベッドから逃げていく。

　ランベルトは猫には構わずにベッドに片膝を上げ、起き上がれないクラリーチェを見下ろす。

「なにをした」

「なにって……あの」

「さっきのは蘇生か？　なぜまだその力を使えるんだ。あのとき、確かに君を抱いたのに」

「……すみません！」

　理由など、クラリーチェにもわからない。だが猫は助かってしまった。それは聖女の力が枯れていないことを意味する。

「あんな人前で、君の正体が人に知れたらどうなると……」

　ランベルトの目が苦悩に満ちていた。

「どうすればいいんだ？　もう一度……」

　うわごとのように言いながら、ランベルトは乱暴にクラリーチェの衣服をはぎ取っていく。上半身があらわになり、腰のあたりに上衣部分の布が集まっていた。

　クラリーチェはどうしたらいいのかわからず、固まっていた。衣の破れた音が怖く、悲しかった。彼を怒らせてしまったのだと、クラリーチェの心は絶望に支配される。

「ランベルト様。ごめんなさい、……ごめんなさい」

　クラリーチェの瞳には涙がうっすらと浮かんでいた。その間も、彼の手はクラリーチェの肌の上をまさぐる。この間と違い、恐怖が勝る今は、快感は湧かなかった。彼の手のひらの熱を、あのときはとてもうれしいと思ったのに、今はただ悲しいだけだ。

「聖女では駄目なんだ。君をここに置いておくには」

　彼はもう一方の手をスカート部分の内側に忍び込ませ、太ももを撫でた。体を反転させられ、背中にキスが落ちる。むず痒い感覚に身をよじると、すぐにランベルトの手は彼女の秘部に向かった。けれど今のクラリーチェは怯えきっていた。乾ききっているそこは、指を滑らせても引っかかるだけだ。

「……痛っ」

　クラリーチェのその声に、ようやくランベルトは動きを止めた。涙目になっているクラリーチェを見て、彼の顔はさっと青ざめた。

「すまない！　そんなつもりじゃなかったんだ」

　彼は慌てて上衣を脱ぎ、むき出しの胸が隠れるよう、上から掛けてくれた。

（いつものランベルト様だ……）

　ホッとしたと同時に、クラリーチェの体が自然と震えてくる。涙があふれ出て、止めようと思っても止まらない。

「悪かった。泣くな」

「ご、ごめんなさい。ごめんなさい。でもどうして蘇生ができたのか、私にもわからないのです。それに、……そうだわ！　私に戻せるのは命だけです。怪我をしているならば早く治さないとまた死んでしまう……！」

　クラリーチェは自分の能力の限界を思い出し、猫を捜した。猫はランベルトの剣幕に怯えていて、部屋の中を逃げ回っている。

「猫のことなど心配している場合か」

　あきれたようにつぶやくと、ランベルトは素早くベッドから降り、逃げ惑う猫を捕まえる。

「元気じゃないか。これのどこが怪我をしているというのだ？」

「え？　でも」

　見せられた猫の体にはなんの傷もない。たしかに傷を負っていて血もこびりついていたと思うのだが。

（見間違い？　……でも）

「とにかく、こいつのことは問題ない。問題なのは君のことだ。さっきの一部始終を、兵士たちも使用人たちも見てしまった」

　これで、ランベルトに囲われた女が、ただ者ではないことが知れてしまうだろう。攫われた聖女と関連付けられるのは、時間の問題だ。

「……ごめんなさい。夢中で」

「汚されたくらいでは、聖女の力は無くならないということか」

　うつむいたままそうつぶやくと、ランベルトは彼女から離れる。そして、一度も振り返ることなく、部屋を出ていった。

「……どうしよう」

　取り残されたクラリーチェは、途方に暮れたまま、呆然としていた。
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　アーチーの素早い判断により、クラリーチェの蘇生を目撃した使用人たちには、緘口令が敷かれていた。しかし、人の口には戸は立てられない。噂話から小さな綻びは生まれ、それは止まることなく大きくなっていく。

　南の砦で、第一王子が囲っているという女性の話は、数日後には港町にまで広がっていた。

「なんでもよ、死にかけてた猫を魔術みたいなのを使って救ったんだそうだぞ。そのときのお姿がめっぽう綺麗だったって」

「本当か？」

「そいつが言うには、透けるような髪で、神々しいお姿なんだそうだ」

「砦にいるんだろ？　ランベルト様のお相手なのか？」

「ああ、大層大事にしているそうだ」

　イデリア国民には悪気はない。とっくに妻帯していてもおかしくない年齢の第一王子が、珍しく浮いた話を持ってきたのだ。大歓迎で、祝福がてら話しているだけだ。しかし、その中には教皇の放った間者も紛れていた。

「それってまさか、クラリーチェ様か？」

　噂話の輪の中に、細面の男が割って入る。

「知っているのか？」

「リシィ島の聖女だよ。蘇生の力を持っているんだ」

　声の大きな漁師は、がははと笑う。

「いやいや、まさか。蘇生なんて本当にできるわけが……」

「あれ、でも。死んだのを生き返らせたって言っていた気もするな」

　側にいた商人の男がそう言うと、あたり一帯がざわついた。

「でも、聖女はリシィ島にある神殿にいるんだろ？」

「クラリーチェ様は誰かに拉致されていて、今は行方不明だ」

「じゃあ、ランベルト様が攫ったっていうのか？」

　先ほどまでの、からかい半分の祝福ムードが、一気に緊迫した空気に変わる。

「まさか。俺らの王子様がそんなことするわけねぇよ」

「でも他にいないだろう？　蘇生ができる聖女なんて」

　細面の男が、そう断言すると、漁師も商人も困惑したように顔を見合わせた。

　港町で広がった噂は、瞬く間に船に飛び火する。

　クラリーチェのことがエプデ国やリシィ島に伝わるのもすぐだった。
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　クラリーチェは部屋に閉じこもっていた。

　今、クラリーチェの部屋に入れるのは、リサとエルダだけだ。

　ランベルトは訪れない。リサに聞いても、「今は執務がお忙しいようです」と濁された。

　あれから猫は部屋を出ていってしまって、姿が見えない。もしかしたら死んでしまったのかもしれない。だとすれば、クラリーチェの行動は全くの無意味だ。

　ランベルトを怒らせて、困らせてしまっただけ。

（……どうしよう。怒らせてしまったのだわ）

　許しを請いたい。聖女の力をもう二度と使わないと誓えば、許してくれるだろうか。

　だがそれを尋ねたくとも、ランベルトは会いに来てくれないのだ。

　クラリーチェは不安で、なにをしても手につかなかった。エルダについて勉強している間も上の空だ。

「リーチェ様、聞いておられますか？」

「は、はい」

「今日は魔術についてです」

　エルダは教本をもとに説明してくれる。だが、やはり言葉が上滑りするだけで、内容が頭に入ってこなかった。

「……ですから、現在残っているのは白魔術といわれるカテゴリーだけです」

「え？」

「聞いておられました？　魔術には古来二種類ありました。黒魔術と白魔術です。黒は主に破壊の力。白は癒しの力です」

「じゃあ、ゲルド教のシスターが使うあれは」

「ええ。白魔術の一種ですね」

　小さな世界で育ったクラリーチェには、癒しの力はゲルドの石碑から与えられる力なのだと思っていた。しかし、エルダの話を聞いていれば、一般の人にも使えるものなのかもしれない。

　聞いてみると、彼女は軽く首を振る。

「すべては個人が持つ魔力と適性に依存します。ゲルド教徒じゃなくても、癒しの術──白魔術を使える人間はもちろんいますよ。北のオルスデン共和国などは魔術研究の盛んな国ですから、数多くいると思います。ですがここ、イデリア国は魔術よりも医術のほうに重きを置いていますね。医術は魔力が関係ありませんので、学びさえすれば多くの人間ができますから」

「そうなんですか！」

　だったら、癒しの力を全然使えなかったクラリーチェにも誰かを救うことができるだろうか。

（医術を学んで覚えたら、ランベルト様の役に立つ……？）

　期待が胸に宿る。ドキドキしながら胸を押さえると、エルダがあきれたように言う。

「リーチェ様、聞いていますか？」

「す、すみません」

　我に返ると、エルダは教科書のページをもっと先へと進めていた。クラリーチェは慌てて、ページをめくる。

「もう一度言いますよ。黒魔術は、全世界的に今は使われなくなった魔術です。これは、人を損なうことを目的とした魔術ですね。呪いがそれにあたります。東方では、この術を使って死人で傀儡かいらいを作ることもあったそうです」

「傀儡？」

「ええ。反魂の術と言います。死者に魂を戻す術です。蘇生とは、人間を生き返らせることですが、反魂術は体だけ生き返らせると言えばいいのでしょうかね。人間を意のままに操る人形のようにしてしまうことです」

　クラリーチェは思わず息を飲んだ。

　ずっと気になっていた。なぜ蘇生の力が使えるのに癒しの力は使えないのか。癒しの力と蘇生の力は、同一線上にある力ではないのだろうか、と。

（もしかして、私の力は、蘇生じゃなくて傀儡……反魂の術だったの？）

　その考えに囚われたクラリーチェには、もうエルダの話は聞こえてこなかった。

　なにを言っても反応しなくなったクラリーチェに、エルダは、あきれたようにため息をつき、「今日は集中できていなかったようですね。ちゃんと復習なさいますように」と釘を刺して帰って行った。

　部屋でひとりになった後も、クラリーチェは机に座ったまま、ぼうっと考えていた。

（私に蘇生の呪文を教えてくれたのは教皇様だわ。だとすれば、教皇様は黒魔術を知っている……？）

　エルダは、黒魔術が全世界的に使われなくなったと言っていた。だとすれば文献もそこまで残っていないのだろう。教皇はどうやってその魔術を知ったのだろうか。

「でもそんな、教皇様が黒魔術なんて」

　クラリーチェは信じられなかった。だって教皇は、ゲルド教で一番偉く、間違うことなどない存在なのだ。

（……でも、本当にそう？）

　クラリーチェを塔の最上階に押し込め、一日に二度の蘇生をさせるためだけに生かしているのは、本当に正しいこと？　呪文を教えてくれたときも、死んだネズミを前に、彼は少しの憐憫れんびんの情も見せなかった。

　どん底の状態から救われて、教皇は優しい人だと思い込んでいた。

　けれど、ここでの扱われ方と比べてみれば、あの頃のクラリーチェは軟禁されていたと言わざるを得ない。

「でもまさか」

　クラリーチェはつぶやいた。けれど、否定はしきれなかった。不完全な蘇生の力は、確かに反魂の術と言われたほうが納得できる。遺体が目を開けた後は、ぼうっとしていて焦点の合わないことが多かったし、考えてみれば、目覚めていきなりサインをと求められて、応じているのはおかしなことだ。

　もし本当にそうだとしたら、クラリーチェは知らぬ間に黒魔術に手を染めていことになる。

（ランベルト様の言っていることは正しい。私、本当に罪人じゃないの）

　お腹のあたりに苦いものを感じて、クラリーチェは手で押さえてうずくまる。

　絶望と呼ぶにふさわしい感情が、彼女を支配していた。
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　それから二日後の夜。クラリーチェの部屋にランベルトがやってきた。差し込んでくる月の光は明るく、クラリーチェはランプをつけずにベッドに腰掛けていた。そんな彼女をランベルトは怪訝そうに見つめる。

「食事をとらなかったと侍女に聞いたぞ」

　クラリーチェは了解も得ずに入ってくるランベルトをちらりと見ると、居住まいを正して、頭を下げる。

「申し訳ありません。私、謝ります」

「急になんだ。なぜ謝る」

「私、聖女なんかじゃなかったんです」

　震える声でそう言ったクラリーチェの瞳からは、こらえきれなかったように涙がこぼれた。

　ランベルトはわけがわからない。

　彼女は間違いなく聖女だ。ランベルトに汚された後も、蘇生の能力を失わなかった、本物の聖女。

　ランベルトは彼女のもとに近づくと袖口で涙をふき取った。

「言っていることの意味がわからない。順序立てて説明するんだ」

「私の蘇生の力は、たぶん、黒魔術なんです。先日、反魂の術という傀儡を作る魔術があると先生から教わって……。それが、私が蘇生した後の状況と似ているような気がするのです」

　目覚めた彼らはなにも話さなかった。クラリーチェ自身も体力が奪われ朦朧としていた中だったが、話しかける遺族の声しか記憶にない。

「どういうことだ」

　ランベルトは眉根を寄せた。

「あなたの言う通り、私は罪人です。私がしたのは蘇生じゃなかった。人の尊厳を奪う、黒魔術なんです」

「落ち着け。なぜ、そんなことがわかる」

「確証はありません。でも、私が白魔術の使い手ならば、癒しの力だって使えるはずです。蘇生には、白魔術の適性が必要なのですから。でも、私は蘇生しかできない、加えて、私が蘇生した人々は、長くは生きられない。それはきっと蘇生じゃなくて、反魂の術だったから。聖女じゃないから、処女じゃなくなってもまだ蘇生──反魂術ができたんです。きっと」

　ランベルトもまた混乱していた。

「黒魔術はすでに絶えているはずだ。君がそんなものを知る機会などない」

「それは……」

　教皇が教えてくれた。だが、それは言ってもいいことだろうか。癒しを授けるゲルド教の教皇が黒魔術の使い手だなどと。

「わかりません。ですが、黒魔術を使う私は罪人です。どうか処罰をお下しください」

　クラリーチェはもじもじと手をこすり合わせながら、胸に迫る恐怖と戦う。

　今まで知らずに黒魔術を使ってきたことも恐ろしかったが、それよりも自分が本当の罪人だと知られて、ランベルトの態度が変わるのが怖かった。

　彼に嫌われるのが怖い。離れたくない。そんな浅ましい願いを持ってしまう自分が、とてつもなく汚いような気がした。

　神殿での無味乾燥の日々には、こんな恐怖があるとは思わなかった。幸せになればなるほど、それを失うことがこんなにも恐ろしい。

　震えるクラリーチェに、ランベルトは困惑していた。仮にクラリーチェの言っていることが正しいとして、彼女にそれを教えたのは……。

　ランベルトはひとつの事実に気がつき、目を見開いた。

「君に蘇生を教えたのは、教皇だったはずだろう？」

　クラリーチェは黙ったまま、口もとを押さえる。

　ランベルトにはそれで、自分の予想が正解なのだとわかった。

　ゲルド教の現教皇ユリシーズには、エプデ国への資金の横流しが疑われている。聖女を閉じ込めていたのも教皇。裏ですべての糸を引いているのは、間違いなく彼だろう。どうやって黒魔術について知ったのかはわからないが、教皇という肩書は、各国の首脳陣と交渉もできる立場だ。その気になれば古い文献だって手に入れられるだろう。

　ランベルトはクラリーチェの両頬を掴み、顔を上げさせる。

「もう使うな」

「え？」

「蘇生は使うな。人を救うには医療という方法だってある。それを学べばいい」

　クラリーチェは、なにを言われているのか一瞬わからなかった。

「なにをほうけている」

「私は、罰せられないのですか？」

「わが国では魔術の禁止に関わる条項はない。加えて被害者もはっきりしていない状態では裁きようがないからな。だが、今後は見過ごすことはできない。使える使えないではなく、もう使うな」

「私、ここにいてもいいのですか」

　クラリーチェの安堵の涙が、頬を伝ってランベルトの手を濡らしていく。ランベルトは胸が切り刻まれるような気がした。彼女の泣き顔を見たくない。ランプのほのかな明かりのような、柔らかなほほ笑みが見たかった。

「……リーチェ」

　彼はクラリーチェの唇をむさぼった。戸惑いがちに開いた唇を割り、舌を忍び込ませて歯列をなぞる。

「んっ、……ん」

　すべての悪い思考を奪い取るように、ランベルトは彼女の口内を犯す。離れたときには、彼女は息を切らせていた。

「君はリーチェだ。もとよりもう、聖女ではない」

　頭をおさえられ、かき抱くように抱きしめられてクラリーチェは目を瞠る。

「でも、私は罪人なのに……」

「まだ言うのか」

　言葉の続きは、ランベルトの唇に吸い取られた。今度は驚きだけではなく、クラリーチェもそれに応えた。舌を絡め合わせると、ゾクゾクとした感覚が背中を駆け上がる。

　クラリーチェは自分が欲情しているのに気がつく。もう、聖女じゃない。聖女でなんていられない。

「君は、俺のものだ」

　長く深い口づけの後、彼はそう言い、長いまつげを伏せたまま、色気のある表情で彼女を見つめる。

　そうだったらどんなにいいかとクラリーチェも思う。

「しばらくは表に出るな」

　そう言い、ランベルトは出ていった。

　クラリーチェは自分が許されたという事実が信じられず、呆然と彼を見送った。






　　　＊　　＊　　＊






　ゲルド教からの正式な抗議文がイデリア国に送られてきたのは、それから一週間後だ。

【行方不明となった聖女が、南の砦にいるという噂が立っている。真偽のほどを確認してほしい】という内容だ。

　国王はすぐにランベルトを呼び出し、まだ聖女が生きていることを知ると彼を叱責した。

「なぜすぐに殺さなかった」

　横に控えるアーチーは、それ見たことかと内心でため息をつく。しかし、ランベルトは臆した様子もなく、国王を見つめた。

「クラリーチェは神殿に軟禁されていたのです。父上が最初におっしゃったような、首謀者ではありません。むしろ私は、彼女を保護したと思っています」

　毅然と言い返すランベルトにため息を吹きかけると、王は隣のアーチーを責めるように見た。

「……申し訳ありません。ですが、殿下がおっしゃることは事実です。そして正義感の強い殿下は、聖女を殺害などできないと、砦で匿かくまうことを選んだのです」

　国王は苦虫を噛み潰した顔をしたが、ことがこうなっては仕方ない。

「それを聖女に証言させられるか」

「父上、それは」

「させます」

　彼女を守ろうとしたランベルトを抑えたのがアーチーだ。

「アーチー！」

「ランベルト様。物事に建前は必要です。ゲルド教を敵に回すには、こちらに大義名分が必要なのです」

「しかし、彼女を矢面に立たせるのは」

「矢面に立つことさえできない聖女なら、我が国には必要ありません。ランベルト様、あなたは王太子様です。国を支え、守ることを一番に考えなければなりません。そしてあなたがあの娘を傍に置きたいのならば、これくらいのことはできてもらわなければなりません」

「だが！」

「黙れ、ランベルト。アーチーの言うとおりだ。ゲルド教に対し、こちらの行為は聖女の救出だったと反論する。その証言を聖女にさせるのだ」

　それでもまだ、ランベルトは躊躇ちゅうちょしていた。あのか細そうな娘に、そこまでの重責を負わせるのは、忍びないと思ってしまう。

「父上……」

　だが、父王の断固とした態度は変わらない。これ以上は反論できそうになかった。ランベルトは首をたれ、頷く。

「では、この件はランベルト、お前に任せる。アーチー、しっかり補佐してやってくれ」

「仰せのままに」

　こうして、国王と教皇の間で書面による対決が行われ、イデリア国とゲルド教の対立は明確になった。ゲルド教は正式にエプデ国側につき、戦況はますます悪化していったのだ。
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　ランベルトたちが国王の呼び出しで王都に向かっている間に、クラリーチェは看護技術を学び始めていた。通常の勉強もあるので、体力の無い彼女には負担であるはずだが、エルダが感心するほど、真剣に学んでいる。

「良く学べています。今後は実習をしたいですね」

　砦にも看護団がある。前線から送られてくる重傷患者を収容していて、看護師が経過を観察し、医師との間の連絡を取り持っているのだ。

「ランベルト様が許可してくださるでしょうか。あまり表に出ないようにと言われているんですが」

「まあ、学習に関しては私に一任されていますから。そうですね。あなただとわからないようにして、少しだけ参加できるよう頼んでみましょうか」

「え、でも」

「看護団には友人がいます。協力を仰いでみましょう」

　ランベルトに怒られるかと心配にはなったが、エルダは平気そうに笑う。

「こんなに頑張っている生徒の学習機会を奪うのは、私としても本意ではありませんから」

　エルダにそう言ってもらえて、クラリーチェはうれしくなる。

　努力を正しく認めてもらえる経験も、今まではなかったのだ。ひとつひとつ積み重ねて、力をつけることの尊さを、知ったような気がする。

　こうして数日後には、砦の看護団で実践させてもらえることになった。

　念のため、髪はきっちり結んで看護帽で隠し、眼鏡をつけ、シュラインというあまり知れ渡っていない姓のほうで通している。

　傷口の消毒をしたり、熱を測ったりとやる仕事は単純ではあるが、クラリーチェはできる限り笑顔で接し、患者を励ますことを忘れなかった。

　不思議と、彼女と接した人間の怪我は治りが早く、治療を受けた人々はこぞって彼女を称賛し始める。

「まるで白魔術でも使っているみたいだね。シュラインさんだっけ。新人なのに、仕事も丁寧だよな」

「笑顔はかわいいし、いい子だよな」

　そんな噂が、戻ってきたランベルトやアーチーの耳にも届いた。ランベルトはカッとなって看護団に乗り込もうとしたが、アーチーが止めた。

「好都合じゃないですか」

「どういう意味だ？」

「神殿では、寄付金を積まれなければ、聖女は蘇生を行わなかった。だからこそ、蘇生で有名な割には、聖女の姿を見た者がほとんどいなかったのです。ですが、わが国で聖女が自ら人を救っていたらどうですか？　彼女が、人を救うことに喜びを感じているなら尚更いい。聖女の能力を、思うままに使おうとしていた神殿の姿勢が浮き彫りになります。確固たる証拠じゃなくとも、聞いた人間の心証は左右されるでしょう」

　今の彼女は、ランベルトが思い描く聖女そのものだ。たしかに彼女が聖女だと言われれば、皆納得するだろうし、彼女が自ら不正をしていたとは思わないだろう。だが。

「彼女に聖女だと名乗れと言うのか？」

「どのみち、知れ渡りますよ。名前を変えて人前に出ていたって、こうして話題にのぼっているのですから」

　ランベルトは考え込む。たしかに、すでに噂にはなっているのだ。アーチーの言うことは理にかなってはいる。

「だが、彼女を利用するようなことは……」

　アーチーはこれ見よがしに深いため息をつく。

「ランベルト様、あなたはあの娘を手放す気がないのでしょう？」

「ああ」

「妾では駄目なのですよね」

「あたり前だ」

　アーチーはあきれ、苦笑する。どこまでもまっすぐなこの主人が、クラリーチェを連れて帰ると言ったときから、この日が来ることを覚悟はしていた。

「であれば、隠していてどうなるものでもないのです。あなたは王太子だ。隣に立つ人間には、それなりの身分か、人々にあがめられるような資質が求められるのです。それができない女性ならば、もとよりあなたの隣にはふさわしくありません」

　そう断じて、アーチーは足早に歩いていく。

　彼の言うことは正しい。

　クラリーチェを聖女として表に出す。そうなればゲルド教との全面対決は避けられない。

　彼女に表に出る覚悟を求めるのならば、ランベルトもまた、この戦争に勝利し、彼女を守り切る覚悟を固めなければならないのだ。

「いいだろう。誰にも彼女を奪わせるものか」

　ランベルトは、迷いを吹っ切ったように顔を上げ、つぶやいた。
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　アーチーは、そのまま看護団に行き、クラリーチェを捜した。

「リーチェ嬢」

「……アーチー様？」

　うまく変装しているつもりだったクラリーチェは、彼が迷わず自分を見つけ出したことに驚いた。

「少しお話が」

「……はい」

　クラリーチェは、きっと怒られると思い身構えた。だが彼は、童顔をクシャリと破顔させた。今までになく、優しい空気だ。

「そう警戒しないでください。今日は意地悪をするつもりはありません」

「はあ」

　看護団長の了解を得て、クラリーチェは抜け出した。

「ランベルト様もお帰りですか？」

「ええ。部屋にこもっていると思っていたあなたが、看護団に参加していると聞いて驚いてはいましたが」

　ぎくりとする。たしかに勝手をしてしまったとは思った。けれど、看護団での仕事はクラリーチェに勇気を与えてくれた。自分が誰かの役に立つことを実感できたし、ランベルトを守る兵たちを救っているのだと思えば、彼のためになにかできたような気がしてうれしかった。

　そうして心が安定してくると、不思議なことに、クラリーチェ自身の体調も良くなっていった。以前より体力がついてきたこともあるのだろうが、数時間立ちっぱなしでいても、倒れなくなったのだ。世話をしている患者の怪我も、治りが早いと言われる。まるで、癒しの力が身についたように。

（でも以前は、あんなにやってもできなかったのに）

　ランベルトと出会ってから、なにかが埋められたみたいに体中に力が満ちている。

「ランベルト様は、怒っておられますか？」

「いいえ。あなたが自分だけのものじゃなくなることは悔しそうでしたが」

「え……？」

「リーチェ嬢……いえ、聖女クラリーチェ様。あなたにお願いがあります。どうか、あなたを聖女だと公表させてください。そして、我が国の兵士たちに癒しを与えて欲しいのです」

「でも、私には癒しの力は……」

「あるでしょう。あなたが触ると治りが早いと聞きました。今までやっていることを、今度は姿を隠さず続けて欲しいのです」

「でも、そうなれば、聖女がイデリア国に攫われたとわかってしまうのでしょう？　ランベルト様にも、力は使うなと言われていますし」

　クラリーチェがそう言うと、アーチーは苦笑した。

「状況が変わったんです。あなたがうまく立ち回ることで、ランベルト様の進退が決まってきます。奉仕に喜びを感じているのだと、しっかり周りにも伝わるよう、よろしくお願いいたします」

　どう変わったのかはわからない。後でランベルトにも確認しなければならないだろう。しかし、ランベルトを守るためには厳しいこともはっきり言うアーチーがこうして頭を下げてくるということは、確かにランベルトを守ることに繋がるのかもしれない。

「ランベルト様のためになりますか？」

「もちろん」

　アーチーが力強く断言してくれたので、クラリーチェはホッとした。

「わかりました。私、頑張ります」

　クラリーチェは彼を信用することにした。
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　砦に戻ってきて三日。ランベルトはクラリーチェの前に姿を見せなかった。

　クラリーチェは、アーチーの指示に従い、変装を解き、名前を公表して看護団での活動を続けている。

（怒っているから、会いにきてくれないのかしら）

　不安は、胸を陰らせる。ずっと扉が開くのを気にしながら眠ったからだろうか。

　浅い夢の中で、誰かに呼ばれたような気がした。

『……チェ、クラリーチェ』

『誰？　ランベルト様？』

　そこは暗闇で、クラリーチェはたったひとりだった。

　ひとりは寂しい。前は全然平気だったのに、今は心がちぎれてしまいそうだ。

『私だよ、クラリーチェ』

　暗闇から、ぬっと手が現れる。

　聞き覚えのある声。深く低い、呪いのような──

『まさか、教皇様……？』

『やっと見つけたよ、クラリーチェ』

　まるで暗幕を抜けて出てきたように、突然教皇が現れる。

『悪い子だね。勝手に抜け出して。捜していたんだよ』

『どうして……』

『君は特別な女の子だ。君の力が必要なんだよ』

　これまでもくれた優しい言葉。けれど目は笑っていない。誰からも愛されなかったとき、クラリーチェは自分を必要だと言ってくれる彼がとても優しい人なのだと思っていた。でも今は……。

『私の力なんて必要ありません』

『なに？』

『あの力は蘇生なんかじゃない！　黒魔術なんでしょう？　生き返らせてもすぐ死んでいく。あれは命を、尊厳を冒涜する力だわ！』

　教皇は答えなかった。ただ、にやりと口の端を大きく曲げた。

『どうやら、悪い子に洗脳されたんだね。君を救えるのは私だけだというのに。帰っておいで、クラリーチェ』

『か、帰りません。私はここで、新しい暮らしをしたいんです』

『君なんかを迎えいれてくれる場所が、神殿の他にどこにあるって言うんだ』

　クラリーチェはビクリと体を震わせる。

『役立たずでしかなかった君を、聖女にしたのは誰だい？　クラリーチェ、言うことが聞けないのなら、君にはお仕置きをしなければならない』

『……い、いや』

『なにがいいかな。そうだ、変な噂を聞いたよ。君がイデリアの王子と……というね。彼がいなくなれば、君は戻ってくるのかな』

　黒い靄もやが教皇の周りに見えた。クラリーチェは恐怖に囚われる。

『やめて、やめてー！』

　クラリーチェは必死に叫んだ。だが教皇は笑みを浮かべたまま、黒い靄の中に消えていったのだ。
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「おい、大丈夫か」

　体を揺すられて、クラリーチェは目を開けた。目の前に、精悍な男の顔がある。

「ランベルト様……」

「うなされていたぞ？　なにか悪い夢でも？」

「ば、罰が与えられるのです。私が悪い子だから。私のせいで……」

「なにを言っているのかわからんが、誰が君を罰するというんだ？　今その権限があるのは、俺だけだと思うのだが」

「います。教皇様が」

「教皇が？　この離れた土地でなにができるというのだ」

「きっとできます。教皇様ならば」

　不安が強すぎて、クラリーチェは自身の体を抱きしめた。押さえようとしても震えが止まらない。

　そのとき、ふわりと温かいなにかに包まれた。ランベルトの体だ。

　その腕は逞しく、もっと力を籠められたら苦しいだろう。だが、強すぎず弱すぎない絶妙な力加減で、ランベルトはクラリーチェを包んだ。

「ならば、俺が守ってやる」

「ランベルト様。……どうして」

「さあ。守ってやりたいと思わせるなにかがあるのだろう、君には」

　彼の言葉が温かく甘く浸透していく。

　どうしてこんな人がいるのだろう。異端である自分に優しく接してくれる人などいなかったのに。どうして今になって、出会ってしまったんだろう。

「……でしたら、私もランベルト様の役に立ちたいです」

「俺は君を傷つけた男なのに？」

「私、あなたといると、生きている実感が湧くのです」

　神殿の塔の上での生活は、〝生かされている〟といったものだった。

　でも今は自分の意志が通る。看護技術を学べることもうれしかった。祈りという曖昧なものに頼るよりも、自分自身の手が役に立っている実感を得られた。

「これまでは、いつ死んでもいいのだと思っていました。だけど今は、誰かの役に立てるのなら、生きていてもいいのではないかと思えてきました」

　瞳に力が宿る。以前のクラリーチェにはなかった、生きる希望が生まれていた。たしかに、わけもわからず攫われ、処女も奪われた。けれども、クラリーチェはここに来てからのほうが幸せを感じている。

「アーチー様に聞きました。聖女として看護団で医療行為を行うことが、ランベルト様を助けることになるって」

「聞いたのか。……すまないな。君を矢面に立たせるようなことはしたくなかったのだが」

「大丈夫です。私もずっと、あなたのためになにかをしたいって思っていたのですから」

　胸を張ってほほ笑むと、ランベルトも柔らかく口端を上げた。

「……俺のためになにかしてくれるというなら、死なずに生きていてくれ」

「え？」

「明日、前線に向かう。俺が帰ってくるのを待っていて欲しいのだ」

「……行ってしまうのですか？」

「ああ」

　もし彼が死んでしまったら。そう考えただけで、クラリーチェは怖くなる。今の幸せがこれからも続くものではないと突き付けられた気分だ。

　なにか励ましのようなことを口にしたいのに、胸が詰まってどんな言葉も出てこなかった。

「君のことを守るよう、皆に言い聞かせてある。とはいえ、聖女に恨みを抱いている者もいないわけじゃない。部屋から出るときは必ず侍女と一緒に行動するように」

「はい……」

　胸がじくじくと痛む。苦しかった。行かないでと言ってしまいたい。でも、それが言ってはいけない言葉だということくらいは、クラリーチェにもわかった。

　じわり、目尻ににじんだ涙が、我慢しようとした心を裏切って一粒零れた。

「……すみませんっ」

　咄嗟に後ろを向き、涙を隠す。……と、次の瞬間、クラリーチェはランベルトに背中から抱きすくめられていた。

「……んっ」

　首筋にランベルトの唇を感じて、ぞくりとする。

「我慢するな。言いたいことがあるなら、なんでも言ってくれ」

　彼の手は、夜着の上からクラリーチェの胸を這う。以前よりも性急に、的確に彼女の快感を高めていく。

「でも、行ってしまうのでしょう」

「ああ。俺は王子だ。それが国のためになると判断したら、誰が止めても行く。……だが、だからと言って君が不安を溜め込む必要はない」

　クラリーチェが首を振った。ランベルトの重荷にはなりたくない。彼の決心を鈍らせるようなことを、口にしたくはなかった。

　胸をこねられて、クラリーチェの呼吸が荒くなっていく。

「あっ、んん……」

「頑固だな。だったら、理性を飛ばしてしまおうか。君が心をさらけ出せるように」

　固くなった胸の先端を指先で弾かれると、全身がびくりとした。ランベルトは、胸もとで結ばれた夜着の紐を引っ張り、肩をむき出しにする。あらわになった乳房を包むようにして、何度も手のひらでこね回した。
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「あっ、あんっ。ラ、ランベルト様」

「いいも悪いも、不安も快楽もすべてさらけ出せ。どんなところを見せられたって、俺は君を嫌いにはならない」

　首筋に、肩に、キスが落ちる。胸の形が変わるほど、強くもみこまれる。

「やぁ……」

「……それに、少しは惜しまれるのも悪くないからな」

　甘えを促すような言葉に、クラリーチェの我慢の堰が切れた。涙と共に、切なる願いがこぼれ出る。

「い……行かないでください」

　ランベルトは答えずに、彼女のつむじにキスをした。胸をまさぐっていた手が、腰のあたりに残っていた夜着を、取り払っていく。

「行かないで。私、あなたが……」

　それきり黙ってしまったクラリーチェの首筋に、追い立てるようにランベルトが歯をたてる。

「言ってくれ。続きを」

　だが、クラリーチェは首を振った。体を震わせながら、必死に涙を堪えようとしている。

「だ、だって……言っては……駄目でしょう？　あなたは王子様で、私は役立たずの罪人です」

「誰がそんなことを言った」

「誰も。自分で考えればわかります。私はあなたを危険に陥れるだけの、役立たずだって」

　ランベルトはあきれたようにため息をつく。後ろ向きな思考にあきれられたかと、クラリーチェは恐怖に目をつぶる。

「だったら考え直すんだな。君には君にしかできないことがある」

「ランベルト様」

「俺を癒すことができるのは君だけだ」

　彼の指が、体の一番大事な場所、足の付け根の茂みで隠された部分をなぞった。軽くこすられただけなのに、クラリーチェの全身がびくりと震える。

「濡れてる」

「やっ」

「戦いを前にしてこんなことを言うのは不謹慎かもしれないが、自分の気持ちを偽ることはできない。俺は、……君が好きだ。愛し合いたい」

　彼の指が、深いところまで入ってくる。クラリーチェのぬかるんだ蜜壺は、それをたやすく受け入れた。指の動きに合わせて、くちゃ、くちゃと水音がする。そこから与えられる刺激に加え、耳もとに息を吹きかけられ、全身にぞわりと鳥肌が立った。蜜は奥からどんどんあふれ出てきて、彼の指を逃さぬようにと襞ひだがうねってしめ付ける。

「あっ、はっ……」

　クラリーチェが悶えていると、指が引き抜かれ、浅いところをこすられた。また違った刺激に、クラリーチェの体が跳ねる。やがて彼の指が、花弁の上部にある突起を見つけ出す。

「あ、駄目、そこ……」

　先ほどまでの、もどかしさの残る刺激とは違う。体中が熱くなり、もはや自分の声を恥ずかしいと思う余裕もなかった。止むことのない強い刺激に、クラリーチェはどんどん高められていった。

「あっ、あっ、やあ、ああああ」

「君の気持ちが聞きたい」

　涙が出る。こねられる右胸と、秘部に与えられる感覚が気持ちいい。もはや、立場とか身分とか、考える余裕などなかった。喉が渇いて、想いがせき止められなくなる。

「……っ、あん、あ、……好き。ランベルト様が好きですっ」

　クラリーチェがついに気持ちを吐露すると、彼はそれを待っていたかのように、さらに指の動きを速めた。

「あ、ああああああっ」

　一気に達してしまったクラリーチェは、体から力が抜け、くたりとベッドに倒れ込む。

　ランベルトは軽々と、彼女の体を反転させた。

　正面で向き合う形となり、ランベルトの口もとが緩んでいるのが、クラリーチェにも確認できた。

「うっ……好きです。愛しています」

　ボロボロと涙がこぼれていく。

「怖いです。ランベルト様を失いたくない。なんでも言うことを聞きます。なんでもするから行かないで。私をひとりにしないで」

　溜め込んでいた不安が、全て口からこぼれていく。

　彼はそれをほほ笑みで受け止めていた。瞳から、愛しいという感情があふれ出しているような優しい表情に、クラリーチェは泣きたいような気持ちになった。

　クラリーチェにとって、心情を吐露するのも奇跡ならば、こうして受け入れてもらえることも奇跡のようなことなのだ。

「俺も愛している」

　そう言うと、ランベルトはクラリーチェの秘部に顔を寄せた。

「え、なに……」

「君はかわいい」

「……！」

　ランベルトの息を感じたと思った途端、舌が割れ目をなぞった。ぞわりとした感覚に、鳥肌が立つ。

「あっ、やっ、そんなとこ、駄目……き、汚いです」

「汚くなどない……甘いよ」

　口をつけて、じゅるっと吸い込まれるような音がした。恥ずかしさに足を閉じようとするが、しっかり押さえつけられて動けない。更に責め立てるように、彼の舌は割れ目の奥を探っていく。指とは違う、柔らかくて弾力のあるそれが、ただでさえ濡れているそこを、潤していく。恥ずかしさに目を閉じてしまったクラリーチェは、余計敏感に感じてしまう。彼を受け入れるための蜜が、お尻のほうまで伝っていくのが自分でわかった。これまで感じたことのないほど激しい刺激に、クラリーチェは息もできないほど声を荒げる。

「はっ、はあっ。あああああん、や、あ、……んんっ」

　もうなにも考えられない。ランベルトから与えられる感覚が気持ち良すぎて、体中がとろけていく。やがてなにかが上り詰めて、頭が真っ白になった。

「……っ」

　体ががくがくと震えた。なのに頭はぼんやりとして、言うべき言葉が見つからない。口を半開きにしたまま、目の前の彼に手を伸ばした。

「もう。……きて」

「……今度は痛くないといいが」

　優しく苦笑して、彼は屹立した自分のもので、クラリーチェの花弁を割った。

　あふれ出した蜜がぬるりとそれを包む。痛みは一瞬で、クラリーチェのそこはランベルトをたやすく飲み込んだ。

　彼のものは太く、圧迫感はすごかったが、最初のときよりは痛みは感じなかった。今はただ、繋がれることがうれしくてたまらない。

「動くぞ」

「あああっ」

　ゆっくりとこすられると、痛みよりも快楽のほうが感じ取れるようになってくる。

「あっ、あっ、気持ちいい、ランベルト様」

　ランベルトに導かれるまま、クラリーチェは官能の高まりを感じた。

「んっ……、おかしくなっちゃう……っ」

　お腹のあたりが熱い。奥までぎっちりと入れられて、体を合わせて抱きしめ合った後、彼は一転して激しく動いた。一気に高められて、クラリーチェの中でなにかが弾けた。

（あ……また）

　ランベルトの体が、まるで光を放っているようだった。最初に繋がったときにも、こんな風に彼との間に光を感じた。

（不思議。体が満たされていく……）

「……うっ」

　ランベルトの短い嬌声。注ぎこまれた白濁はクラリーチェの中に光と共に溶け込んでいく。ふたり同時に果て、荒い呼吸を整えながら、汗ばんだ肌を撫でつけ合った。

「愛している、クラリーチェ」

「私もです。ランベルト様」

　愛されることと愛すること。どちらもこんなに心地いいのだと、ランベルトに会って知った。

「ご無事を祈っています」

「ああ、聖女の祈りがあるならば、俺は絶対に負けない。必ず帰ってくるから待っていてくれ」

　その後はふたり抱き合って眠った。クラリーチェは何度か目を開け、彼の体に身を寄せて体温を感じ取る。寝ぼけたランベルトは、クラリーチェの髪を梳いてほほ笑んだ。
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　それから二週間が過ぎた。

　クラリーチェは砦の看護団で、前線から送られてくる負傷兵の看護をし続けていた。

　別れを惜しんで抱き合ったあの日から、クラリーチェの癒しの力はどんどん強くなっていた。神殿のシスターたちよりもおそらく強い。彼等を救いたいと願えば願うほど、その力はあふれ出てくる。

　だが、クラリーチェは、不可思議な力が働いているとわからない程度に力の放出をとどめていた。

　この国には、魔術などに頼らなくても、しっかりした医療技術があるのだ。その進化を途絶えさせることはできない。

（むしろ、魔術に頼りきりだったから、ゲルド教の治療技術は発達しなかったんだわ）

　閉鎖的で、前時代的な神殿で暮らしたからこそ、クラリーチェにはそれがわかった。不確かだが便利なものに頼って、神殿は自ら進化することを止めてしまったのだ。

（奇跡の力なんていらないんだわ。それがわかった途端に、癒しの力が使えるようになるのも皮肉なものだけど）

　そう思えば、魔術が使える者のみが司祭やシスターになれるというゲルド教の制度自体が、もう古臭いものなのだろう。

（ユリシーズ様……）

　クラリーチェは、教皇のことを考えた。

　一体、彼の目的はなんだったのだろう。どうして黒魔術に手を染めたのか。教皇にまで上り詰めるくらいだから、彼は敬虔な信者だったはずだ。

（……でも他国に渡れば、ゲルド教の癒しの力が白魔術だとはすぐわかるんだわ。だったら黒魔術があるということもわかる。でも、呪文などはとっくに廃れてどこにも資料がないはずだと思うんだけど）

　もしこれが人に知られたら？

　黒魔術は世界的に禁止されているとエルダは言っていた。ゲルド教がそれを使っていると知られたら、どうなるだろう。

　いつか見た夢も、妙にリアルだった。あれも黒魔術だった可能性がある。

（私に、それが証明できる？）

　戦闘能力のないクラリーチェが前線に出ることはない。けれど、本当に戦争を止めたいのならば、待っている場合ではないのではないだろうか。

　ユリシーズが、夢を渡ってクラリーチェを見つけ出したのだとすれば、逆もまたできるかもしれない。

　戦況は膠着状態だと聞いている。大砲の威力が強く、なかなか近づくタイミングがないのだと。

　クラリーチェは毎日、ランベルトや、兵士の無事を祈っていた。だけどそれだけじゃ足りない。力があるのならば、守るのだ。怪我を治すだけじゃなく、彼らを守るために、きっとできることがあるはずだ。

（ランベルト様を守るためなら、私、なんでもするわ）
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　その夜、クラリーチェは夢を見た。

　孤児院の奥の一室で、ユリシーズと小さな少女が、ふたりでいる。

　かつて、クラリーチェにそうしたように、彼は少女に呪文を授けていた。

（駄目、駄目よ）

　クラリーチェは必死に少女に呼びかけたが、彼らには彼女の姿は見えておらず、声も聞こえていない。

　栗色の髪の少女はその呪文を一生懸命練習し、死んだネズミにそれを唱えた。

『きゃっ』

　しかしネズミはピクリとも動かず、湧き出た光は少女のほうを包み込んでしまう。

　次の瞬間、少女はまるで魂を抜かれたように呆然と立ち尽くしていた。

『やれやれ、また駄目か。やはりクラリーチェは特別だったのだな』

　ユリシーズは面倒くさそうに、立ったままの少女を足蹴にする。そして、ふいに空を見つめた。

（……！）

　目が合った……ような気がした。これは夢のはずだ。なのに、ユリシーズはまるでそこにいるのがわかっているぞとでもいうように、じっとクラリーチェを見てほほ笑む。

『やはり君を取り戻さねばいけないようだ。なあ、クラリーチェ』

『……！』

『戻っておいで』

　ユリシーズの声が出されるたびに、真っ黒な靄が吐き出される。以前はそんなものは見えなかったのに。

『い……いやです。もう私は、教皇様の言うことは聞けない！』

　これまでの絆を断ち切るように、思い切って叫ぶと、ユリシーズは口端を大きく吊り上げた。

『……ほう』

　凄みのある重い声に、クラリーチェは怯える。

『いつからそんなに悪い子になったんだい？　私が救い出してやらなければ、役立たずのまま死んでいったはずの君が』

　ユリシーズから吐き出される黒い靄は、どんどん広がって彼の体を包んでいく。

『君は私がいなければ駄目なのだよ。さあ、私と一緒に国を作ろう。エプデでもイデリアでもない、ゲルド神聖国を』

　それはやがてクラリーチェのほうにも向かってきた。だが、クラリーチェに巻き付いた靄は、なぜかすぐに霧散してしまった。

『……なに？』

　それどころか、体の内側から光が湧き出てきて、やがて発光した。

『うわっ』

『きゃっ』

　光で視界がいっぱいになったとき、クラリーチェは夢から解き放たれた。






「はあっ、はあっ」

　薄暗い室内には誰もいない。ここは閉じ込められていた塔ではなく、砦にある警備の厳重な部屋だ。

「……今の、夢？」

　だが、妙にリアルだった。クラリーチェは確信する。教皇は、黒魔術を使う。あれはその一部だ。クラリーチェが孤児院にいた頃、癒しの力を得られなかった少年少女が、誰にも別れを告げることなく島を出ていったことがあったが、きっとあれは、今のようなことが行われた結果だったのだろう。

（たまたま、私が反魂の術を使えたから生かされていただけ……）

　彼はきっと、自分の目的を果たすために、ひそかに力を溜め、権力をものにしてきたのだろう。そして彼の願いは……。

「イデリアと、エプデ。両方を占領すること？」

　小さなリシィ島のみが領土のゲルド教が、そんな大きな土地を手に入れて、どう管理するのか。クラリーチェにはさっぱりわからなかった。

「……ランベルト様」

　不安がよぎる。教皇はランベルトと彼女が恋仲であることにも気づいているようだった。

「お願い、無事でいて」

　しかし、クラリーチェの願いが叶わないことを、彼女は後に知るのである。
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　大砲の被害をこれ以上出さないためには、もととなる大砲を壊すしかない。大砲は遠く離れた標的への破壊力はあるが、近くは狙えない。そのためランベルトが提案したのは、少数の精鋭を連れ、戦艦を占拠することだった。

　周囲の反対を押し切り、ランベルトは自身が潜入部隊を率い、地中海へと乗り出した。

　エプデの戦艦はキサ島付近に停泊している。ランベルトは小舟を用意し、深夜に二方向から近づき、潜入した。

　侵入者に気づいた兵たちに囲まれたが、イデリア国の手練れの兵士は、ひとりで五人を相手にしても負けることはなく、ランベルトは見事、敵艦の将の首をとり、戦艦に火を放った。

「燃やす必要ありますか？　このまま押さえてこちらの軍備にしたほうが得では？」

「制御しきれない力を手に入れてどうする。あの大砲はどう考えてもおかしい。魔術を使っている可能性が高いぞ」

　大砲の脅威さえなければ、後は多勢に無勢だ。イデリア国の戦力なら十分にエプデ国を抑えられる。

　船倉で眠っていた敵兵たちが火災に気づき、状況を把握できぬまま、広がる火の手から逃げていく。

　ランベルトはアーチーと共に、小舟からそのさまを眺めていた。

「もうじき船が落ちるな」

「あっけないものですね。あんなに苦戦させられたのに」

「そうだな」

　多くの人が死ぬ。戦争など大した益はもたらさない。仕掛けられた戦へ対抗しただけとはいえ、虚しさは消せなかった。

「皆、逃げられただろうか」

「船に乗り込んだのは見ましたから、大丈夫でしょう。しかし、こちらに一緒に乗るはずだった護衛とは、はぐれてしまいましたね」

「お前がいれば大丈夫だろう？」

　軽口を交わしながら、ふたりは近くの島に降り立った。エプデ国の兵士で、流れ着いてきた者もいそうだ。身分が知れると、話は面倒になる。

「少し休んだら、すぐ出よう」

「おやおや、せっかくだからゆっくりしていかれたらいいのでは？」

　背後から声をかけられ、ぎくりとして振り向くと、司祭服姿の男がいた。

「失礼、私はゲルド教の教皇をしているユリシーズ・ロスと申します」

　男は、なぜか顔の半分がただれていた。後ろに男をふたり連れている。

　ゲルド教の教皇は、壮年の美丈夫だと聞いたことがある。こんな大きな怪我があるのならば話に上りそうなものだが。

　それに、ここはリシィ島ではない。神殿関係者がいることなどあり得ないのだ。まして、それが、教皇ユリシーズだなんて。

「私の勘違いでなければ、イデリア国第一王子、ランベルト様で合っておりますかな？」

「なぜゲルド教の教皇がここに？」

「それはこちらのセリフですね。一国の王子が、敵国の戦艦に潜入するなど前代未聞です。同じような調子で、うちの聖女を奪い、誑たらし込んだのですか？」

　ユリシーズの言い方が癇に障ったが、おおむね合っているので反論はしない。

「俺の質問には答えないのか？」

「私ですか？　私はあなたを捜していたのですよ。クラリーチェを取り戻すためには、あの子の未練を断ち切らなければなりませんからな」

「未練？」

　ユリシーズはゆっくりとただれた顔を押さえる。

「あの子が白魔術を使えるようになってしまったのは、あなたのせいでしょう。あなたが、あの子に希望を与えてしまったのだ」

「なんの話だ？」

「繋がった夢から私の魔術を跳ね返すほどの力を得ていたとは驚きですが」

「その火傷、……まさか、クラリーチェがやったとでもいうのか？」

　だが教皇は答えず、口もとに笑みを浮かべた。

「誰からも愛されず、必要とされない不幸な娘。自分に起こる理不尽を胸に貯め続けたあの子だからこそ、飲み込まれることなく黒魔術が──反魂の術が使えたのだ。なのに、こんな」

「やはり、彼女の蘇生の力は」

「ああ。あれは黒魔術だ。癒しの力など、わけのわからない力に頼るよりも、確実な力を欲してなにが悪いのだ」

　悪魔の力だ。とランベルトは直感で思った。廃れたと言われる黒魔術。悪魔の力を借り、やがて身を滅ぼす破滅の力。

「誰にでもできるものではない。多大なる魔力を持ちながら、この世界に絶望し、白魔術を受け入れることのできない者にしか使えないのだ。あの子にはそれを使う素質があった。だから大切に保護していたのだ」

「あれが保護だと？　軟禁ではないか？　高い塔に閉じ込め、彼女は階段を下りるのでさえやっとだったんだぞ？」

「十分保護しているだろう。光を知らなければ闇も知らずに済んだのに。貴様があの子に光を与えた。かくなるうえは絶望が必要だ」

「なんの話だ」

「貴様が死ねば、あの子は絶望し、再び闇に落ちる」

　ユリシーズの合図と共に、背後にいた男たちがランベルトに飛びかかってきた。すぐにアーチーも動き、彼らの剣を剣ではじき返す。隙をついて腕に切りかかったが、血が噴き出しても彼らは表情ひとつ変えない。

「ランベルト様、このふたり……」

「まともな人間ではなさそうだな」

　教皇はふたりの男をまるで盾のように使い、ランベルトを追い詰めていく。アーチーも善戦したが、まるで痛みを感じないかのように向かってくるふたりの男に手こずっていた。

「アーチー、足を狙え。物理的に動けなくするしかない」

「これはまたえらいことになりましたね」

　アーチーが素早い動きで彼らの足を切り付ける。さすがにバランスを崩し、男たちがうずくまる。その隙にランベルトが教皇を追い詰めた。

　彼の首に刃をあて、体を拘束する。

「なぜ、ゲルド教はエプデを支援したんだ？」

「別にエプデでなくともよかった。あれは足がかりだ。リシィ島は無主島だ。どの国からも支援を得られず、ただ、奉仕するだけの。……おかしいと思わないか？　神が住まう、聖なる土地が、なぜ誰からも守られず、自分たちの労力だけで暮らさなければならないのだ」

「それは、宗教に政治介入するのはよくないと、かつて取り決めが行われたのだったろう？」

「あんなものは建前だ。力を失った我々を体よく放置し、かといって誰の手にも渡らないようにするための。力があるときは搾取し、無くなれば放置する。大国に振り回されたのはこちらのほうだ。だから私は別の力を求めたのだ。そして、イデリアやエプデ、他の大陸の国々を制圧し、全てを我が神殿のものとする」

　男の体から黒い靄がしみだしてくる。

「だから、黒魔術を？」

「そうだ。幸いにして私は、黒魔術に最適な魂を見つけた。それがクラリーチェだ。孤独で貧しく、なのに憎しみには転じない負の感情。憎しみには欲がある。だが彼女には全く欲がない。その純粋な絶望が、黒魔術には最適なのだ」

「だがもう、クラリーチェは孤独ではない。絶望など俺がさせない」

「そうだろうか。誰かを愛した後でも、ひとつだけできる方法がある。希望を失う──お前を失うことだ！」

　ぐさりと肩に短剣が刺さった。

　いつの間に、と思った瞬間、剣から湧きだした黒い靄がランベルトを取り囲む。

（間違いなく、黒魔術だ。教皇まで上り詰めた男が、こんなことをするのか）

　不思議と頭は冷静だった。腹の中心あたりが温かく、刺された肩から感じる痛みが、水に落とし込んで溶かされたように、緩やかに霧散していく。

「ふざけるな」

　力を奮い立たせ、ランベルトは自ら短剣を引き抜いた。傷口からは血が噴水のように滴る。が、不思議とランベルトは痛みも感じていなかった。

「死ぬのはお前のほうだ。もう二度と、彼女に近づくな」

　ランベルトは抜いた短剣を、迷いなく教皇の心臓に突き立てた。

「馬鹿な……ぐはっ」

　短剣には、即効性の毒が塗ってあったのだ。反撃などできるはずがない。なのに。

「おのれ、ならば最後にお前だけでも……」

　崩れ落ちた教皇の体から、黒い靄が噴き上がる。それは霧散することなく、糸状に形を変え、ランベルトの体に巻き付いてきた。

「……なんだ？」

　目の前の教皇は、もうピクリとも動かない。彼がこと切れるのと同時に、彼の言いなりとなっていた男たちも、糸の切れたマリオネットのように倒れ込んだ。

　だが、ランベルトの体を縛る靄だけは消えなかった。しめ付けられる感覚が苦しく、体に力が入らずに座り込んだ。

「ランベルト様、どうされました？」

　すぐにアーチーが駆け寄り、彼の肩の傷口を確認する。すでに血は止まっていて、思いのほか傷口も浅い。アーチーは違和感を覚える。

「ランベルト様、傷口が治りかけています。まるで癒しの力を得たような……。一体なにが？」

「さあ……な。だが、もう、限界だ」

　ランベルトはゆっくりと目をつぶる。アーチーは背中に悪寒を感じ、ランベルトに呼びかけた。

「ランベルト様、目を開けてください。ランベルト様！」

　だがランベルトは目を開けることはなく、ただアーチーの声が、周囲に響き渡っただけだった。
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「クラリーチェ様、大変です。ランベルト様が……！」

　普段は落ち着いている侍女のリサが、ものすごい剣幕で部屋に飛び込んできた。

　クラリーチェは驚き、駆け寄った。

「リサさん、どうしたの？　ランベルト様になにかあったの？」

「とにかくこちらにお越しください！」

　リサに連れられて看護団に向かうと、同じく怪我をしたアーチーがクラリーチェを見るなり、両腕を揺さぶってきた。

「おい！　あの教皇、一体どうなってるんだ」

「きょ、教皇様ですか？」

　アーチーはここに至った経緯を彼女に説明した。

「……というわけだ。意識を失ったランベルト様は、その後目を覚まさない。外見上の怪我は大したことはないのに、日に日に衰弱していっているんだ。まるで呪いのように」

「呪い？」

　クラリーチェは目を凝らして彼を見つめた。すると、ぼんやりと黒い靄が見えてくる。ランベルトの心臓に絡みつくようにして、しめ付けている。

　おそらくは、黒魔術の一種なのだろう。教皇は最後の最後に呪いをかけたのだ。

「どうすればいいんだ。術をかけたと思われる教皇は死んだ。それでも解けない呪いとはなんだ！　君が本当に聖女なら、なんとかしてランベルト様を助けてくれ」

「わ、私……」

　もちろん、クラリーチェだって彼を助けたい。今は癒しの力も使えるのだから、力のすべてを注ぎ込んでも、彼を助けなければならない。

「やってみます」

　クラリーチェはそれから三日三晩、寝ずに彼の看病をした。だが黒い靄は消えず、彼の心臓はぎゅうぎゅうに絞られ、悲鳴を上げ続けている。

　イデリア国自慢の医療でもどうにもならない。これは魔術であり、取り除くにもおそらく魔術の力が必要なのだ。クラリーチェは看病する部屋に魔術の本を持ち込み、調べたがなんの手掛かりも掴めない。

「クラリーチェ様もお休みになってください」

「……いいえ」

　体力が奪われるのは承知だが、なにかせずにはいられない。

「とても顔色がお悪いですわ。まるでここに来た当初のような」

　リサは心配してくれたが、眠ったところで安眠できるとは思えなかった。

「どうしよう……癒しの力だけでは、この靄を取り払えない……」

　そもそも癒しの力は怪我や病気を治す力だ。悪しきものを取り払う力があるわけではない。

　大きなため息をつきクラリーチェは窓の外を見る。

　初めてここに来たときも、こうして窓から外を眺めた。なんて素敵な景色だと、心が躍ったことを覚えている。でも今は……。

「ランベルト様がいなければ、世界はきっと闇に落ちるのね」

　景色はほとんど変わらないのに、まるで色を失ったように見える。

　この先、彼がいないのならば、生きていることに価値はあるだろうか。もし、彼が死んでしまうのならば、自分も一緒に死んでしまいたい。

　絶望は、クラリーチェのすぐ近くまで来ていた。自分の中に闇が広がるのを感じる。絶望に蝕まれた心は、感情を無くす。不思議なほど平坦な感情、痛みも喜びもない世界。ランベルトと出会うまで、クラリーチェはこの闇と共に生きてきたのだ。

（ああ、だから、教皇様は私を選んだのね）

　黒魔術の能力を最大限に引き上げるのは、欲のない純粋な絶望。それを持っていたのが、クラリーチェだったのだ。

　だが、ランベルトと出会い、彼を愛し、彼も愛してくれた。心が愛で満たされたからこそ、クラリーチェは、癒しの力を得ることができたのだ。

（ランベルト様がいなくなれば、私はきっとまた、癒しの力を使えなくなる）

「……うう」

　ランベルトが呻いた。

「ランベルト様？」

　ギリギリと絞られる心臓。一瞬目を開けた彼は、クラリーチェにほほ笑みかけた。

「ランベルトさ……」

　だが、次の瞬間、彼からふっと生気が消える。

　黒い靄は役割を終えたとばかりに霧散していた。胸に手をあてても、心臓の鼓動が聞こえない。

「……う、嘘」

　揺すってももう反応はなかった。呪いの力に負けたのだ。クラリーチェに絶望が襲い掛かる。咄嗟に思ったのは、蘇生することだ。けれどクラリーチェの知る蘇生は黒魔術だ。ランベルトを傀儡になんて、絶対にしてはいけない。

　そのとき、小さな声がした。

「……にやぁ」

「猫……？」

　黒色の猫。それは以前クラリーチェが蘇生した猫だった。窓から入り込み、尻尾を怪訝そうに揺らして鳴いている。てっきり、二度目の死を迎えていると思っていたのに。

「嘘。……どうして、生きているの？」

「みゃ」

　抱き上げた猫には、どこにも傷口がなかった。まるで、本当の蘇生を受けたように。

（そういえば、あのとき私、呪文なんて使わなかった）

　祈っただけだ。そして、猫は生き返った。思い返せば、あの後猫は自由気ままに逃げ回っていたはずだ。あれが傀儡なわけがない。

　クラリーチェの胸に、希望が宿る。

（癒しの力が使えるようになったのは、いつからだった？　もしこの猫に施したのが、本当の奇跡の力だったとしたら……）

「……助けられる？」

「みゃーお」

　猫はクラリーチェの足に体を擦り付けた。勇気をもらったような気がして、クラリーチェはランベルトの前に立ち、祈る。

　教皇から教わった蘇生の呪文は使わない。ただ、この猫を助けたときのように、真摯に祈った。

（愛する彼を、皆の希望である彼を、救いたい）

　願えば願うほど、お腹のあたりが熱くなる。

（これが奇跡の力なら、すべて使っても構わないから、どうか彼を助けて）

「あなたがいなければ、どうやって生きていけばいいのかわかりません。あなたは、私を導く光。どうか──死なないで」

　クラリーチェの涙が、彼の胸に落ちる。そこから光が広がってきた。クラリーチェの体からも発光したかのように光が浮かび上がる。それはやがて彼の全身を包み、まばゆいばかりの光を放った。

















聖女の祈りは誰がために












　ランベルトは夢の中で、いつか耳にした声を聞いた。

　──光が生まれれば闇も生まれる。ふたつは対であり、消すことはできないものだ。人間はひとつの希望から暗闇も作り出す。どう生きるのか、結局は自分次第なのだ。

　まるで格言のようだ。だが、本当だとも思う。

　──私が授けた力は、浄化の力だ。ゲルドはそれを、癒しの力とした。あれは善人だ。人々に力を分け与え、なおもその力が続くよう手を尽くした。だが、彼の失敗は人を育てなかったことだ。志を継ぐ人間がいなければ、過ぎた力は欲を生み出す。人にとって、欲を消すことが最も難しいことなのだよ。

　気がつけば、場所はリシィ島の岸壁に変わっていた。ランベルトに語り続けるのは光だ。

「あなたは、神なのか？」

　──私をそう呼ぶ者もいるが。私はただの光だ。私が選んだ魂に浄化の力を与え、そしてどう世界が変わるのかを見て楽しんでいるだけのな。

「世界が変わるのを？」

　──そう。過ぎた力は人を変える。だが、時折、うまく使える者も現れるのだ。私はそうした人間がここに来たときにのみ、姿を見せる。

「まるで遊んでいるみたいだな」

　──そうだ。私には高尚な目的はない。だからこそ、そんな人間がどう動くのかを知りたいのだ。

　だとすれば、クラリーチェと初めて会ったあの日。ランベルトは神から力を得たことになる。

「……俺にも、癒しの力を与えたのか？」

　──お前に渡したのも浄化の力だ。そしてお前は、それをあの偽聖女に使った。ユリシーズによって黒まみれにされていたあの子にな。そのため、あの子は本来の姿に戻れたのだよ。

「本来の？」

　──欲を持たず、人のために尽くせる魂。あの子はもともと聖女の器だった。

「ではクラリーチェは」

　──聖女が正しく生きられるのか、それはお前にかかっているのだろう。おかしなものだな。人は資質があろうとも、ひとりでは正しく歩けない。孤独だと立ち止まり、他人の影響を受けて間違った道を選ぶこともある。正しい道を選べるふたりであるように、常に努力し合うことが必要なのだろうな。

　その言葉は、ランベルトの胸に、すとんと落ちた。

　クラリーチェの無欲で滅私する心は、聖女としてなにより大切なものなのだろう。けれど、それでは彼女はただ朽ちていく。

「しかし、俺がいつ浄化などしたんだ？」

　──しただろう。ずいぶん相性が良かったようではないか。

「……！」

　ランベルトは彼女を抱いた夜を思い出す。汚したつもりのあの夜が、浄化したことになっていたとは驚きだ。

　──彼女にはもともと、癒しの力もあった。しかし、自分を役立たずだと思い込み、委縮しすぎて使えなかっただけなのだ。聖女は処女でなければならないなどというのは、人間が勝手に作ったきまりで、なんの意味もない。お前と出会い、愛される喜びを知って彼女は自分本来の力を解放させた。彼女を聖女にしたのはお前なのだ。

「俺が？」

　──その彼女の力が、ユリシーズの呪いに負けたお前の魂を復活させた。さあ、戻るがいい、彼女のところへ。

　ランベルトの体から光が放たれる。

「いいのか。戻っても」

　──言ったろう。正しき道は、ひとりでは見出せぬものだと。対の魂と出会えたのならば、離れてはいかん。

「ありがとう。神よ」

　ほんのり、空気が温かくなる。ランベルトは神がほほ笑んだようなそんな気がした。
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「──ランベルト様」

　目を開けて、最初に飛び込んできたのは、泣き顔のクラリーチェだ。

「……リー、チェ」

「ランベルト様？　お目覚めに……」

　ランベルトは手を伸ばし、泣いているクラリーチェの頬を撫でる。

「……君はもう、教皇に操られていた聖女じゃない」

「え？」

「本物の、聖女なんだ」

「ランベルト様？　今なんて……」

「俺はリシィ島で神の声を聞いた。その後、俺は願ったんだ。まるで人形のようだった君を、救いたいと……」

　彼は一度苦しそうに息を吐きだした。

「大丈夫ですか。無理しないで……」

「クラリーチェ。君を愛している。俺が見出したたったひとりの聖女だ」

　腕の中で彼女は泣いていた。力は入らなかったが、ランベルトは彼女の髪を撫で続けた。この娘が、隣で平和を願い続けるのならば、自分も正しい道を進んでいけるだろうとそう確信することができたのだ。






「先ほどの光は何事ですか！」

　光は、窓や扉の隙間から漏れ出していたようだ。最初に入ってきたのはアーチー。続いて、リサやほかの使用人が飛び込んでくる。

　彼らがそこで見たのは、神々しく輝くクラリーチェと、彼女を抱きしめたランベルトの姿だった。






　　　＊　　＊　　＊






　イデリア国とエプデ国の戦争は、艦隊の火災で勝敗がついた。ゲルド教の教皇ユリシーズが行っていた不正もあきらかとなり、彼がその責を負って自殺したと報じられた。

　クラリーチェの証言により、リシィ島の孤児院から、多くの幼児の遺体が発見される。これが、ユリシーズが黒魔術を扱った証拠となり、ゲルド教自体が解散されることとなった。

　ランベルトの命を救ったクラリーチェは、〝聖女〟として、広く国内に紹介された。

　クラリーチェは、かつてリシィ島で行われていた蘇生が黒魔術であり、ゲルド教の資金を得るために使われていたことを告げた。それに脅されていたとはいえ自分が加担していたことを正直に認め、自らを罪人として処罰するよう、イデリア国王へと進言した。

　しかし王は、彼女が王太子を救ったこと、脅されて正常な判断ができぬ状態で行われたことを考慮し、彼女も被害者として扱うことを決めた。






　それから半年は戦後処理に追われていた。

　リシィ島は今やイデリア国の一部となり、孤児院はイデリア国に吸収された。利便性の悪い島からは多くの人が撤退し、今や遺物の残る島となっている。

　そして、本日、王太子ランベルトと、聖女クラリーチェの婚儀が行われた。

　当初クラリーチェは、自分は王太子妃の器ではないと辞退しようとしたが、そうであれば王位は弟に譲ると言ったランベルトの意向を受けて、了承した。

　癒しの力を得たクラリーチェは、各地の救護所を歩き回り、致命的な怪我を治して回った。

　彼女はイデリアの医療技術を高く評価していて、ある程度回復した後は、通常の治療に任せた。そのことも、国民的には好印象だったようで、今では反対を訴える人もほとんどいなかった。

「ようやくふたりきりだ」

　その日、ふたりは海が見える離宮を訪れていた。ここから十日間の蜜月の後、再び政務に戻らねばならない。

　すでに側仕えたちは皆下がっていて、部屋にはふたりきり。

　柔らかく光沢のあるシルクの夜着がクラリーチェの肌を優しく包む。その上から、ランベルトの大きな手が体のラインをなぞっていく。腕から腰、そして足。もう一方の手は逆に腹から胸に向かってゆっくりと滑っていく。

「あ……ん」

　甘い声が洩れそうになれば、彼の唇がそれを吸い取った。体を撫でられるだけで、クラリーチェは溶けてしまいそうなほど気持ちが良かった。

　やがてふたりの夜着は互いの手で取り払われ、汗ばんだ温かい肌が触れあって熱を共有する。しばらく、荒い呼吸とクラリーチェの喘ぎ声が室内を満たした。

「はあ、あっ、そこは」

　ランベルトの指が、彼女の大事な部分を探っていく。クチャクチャという水音が、暗い部屋に響き渡る。
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「すぐに濡れてくるな」

「意地悪を言わないでください。だって、……気持ちいいんですもの。違いますか？」

「……違わない。どうしてこんなにってくらい、気持ちがいい」

　ランベルトの無防備な顔がうれしくて、クラリーチェは彼の頬を包んで、自分からキスをした。

　彼女の真っ白な肌には、彼がすでにつけたうっ血痕が散っている。だがまだ彼の所有欲は満たされなかった。

「まだ余裕があるようだな。ここはどうだ？」

「やっ、あっ、あああっ」

　さらにたっぷりと体中に愛撫し、大事なところを指でじっくりほぐした後、上気した顔で見上げてくるクラリーチェの頬にキスをする。

「いいか？」

「もちろん」

　彼女が答えを言い終える前に、彼の強直は一気に彼女の中に入り込んだ。

「んっ」

「……すごいな。絡みついてくる」

「恥ずかしいことを言わないでください」

「なにを今更恥ずかしがっているんだ」

「だって」

　彼女に軽く睨まれて、ランベルトは不思議と胸が温かくなる。

　彼女が安心して不満を口にしてくれることが、たまらなくうれしい。もう、人の言いなりになる、怯えたクラリーチェではないのだ。

「あああっ、……はぁん」

　クラリーチェの中に、子種が落ちる。零れ落ちないように、ランベルトはしっかり彼女を抱き込んだ。

「あなたがいれば、きっともう道を違えずにいられると思います。どうかずっと私の傍にいてください」

「あたり前だ」

　やがてふたりの間に生まれる子どもは、彼らの教えを繋いでいくだろう。

　人は力に溺れてはいけない。互いが支え合うことで、間違わずまっすぐな道を見つけることができる。

　ランベルトとクラリーチェは、手を絡ませながら、共に高め合う間柄でいることを誓い、キスをした。







【Ｆｉｎ】
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